
６月下旬、今年もハッチョウトンボを見ることがで
きました。ハッチョウトンボは、体長約２cmほどの日
本一小さなトンボで、県のレッドデータブックで絶滅
危惧Ⅱ類に指定されています。金城町下来原のトンボ
公園では、地域の皆さんが生息地を守る活動を通じた
環境学習に取り組んでいます。
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寄附の使い方 平成28年度寄附
件数（件） 金額（円）

１ 石見神楽等の伝統芸能の継承に関する事業 6,971 142,157,127 
２ 自然環境並びに歴史的及び文化的な資源の保全及び活用に関する事業 15,870 335,594,436 
３ 高齢者福祉及び地域医療の充実に関する事業 16,281 349,282,408 
４ 青少年の健全育成に関する事業 15,440 328,767,447 
５ その他目的達成のために市長が必要と認める事業 22,126 499,563,011 

合計 （※）76,688 1,655,364,429 
※ 件数は、１回の寄附につき複数の事業を指定できるため、実績と一致しません。

　平成28年度も「ふるさと浜田に貢献したい、応援したい」という全国の皆
さんから大変多くの寄附が寄せられました。
　金額は、１６億５５３６万４４２９円　件数は、７万５９００件（※）でした。
　本当にありがとうございました。

　ふるさと寄附をするときには、その使い方を指定することができるしくみ
になっています。浜田市では表の５つの事業を設けて寄附を受け付けていま
す。全国の皆さんからいただいた寄附を活用し、たくさんの事業を行いまし
たので、その使い方について報告します。

全国から応援をいただき
ありがとうございます

浜田市ふるさと寄附

16億5536万4429 円
7万5900 件
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活用した事業 活用額
学校支援員の配置 22,332
学力向上の総合対策 11,315
スクールバスの運行 63,715
社会体育の推進 11,802
そのほか 50,867

計 160,031

活用した事業 活用額
浜田地域沖合底曳網漁業のリシップ 75,000
ふるさと体験村の維持管理 26,207
有害鳥獣の対策 12,913
農業マイスターの支援 10,900
そのほか 48,676

計 173,696

学校支援員を配置したり、県立大学生による学習支援員の
配置や家庭学習を充実する取組を行い学力向上を図ったりし
ました。また、スクールバスの運行、ひきこもりや不登校の
相談・自立支援、各種スポーツ大会・教室の開催、坂根正弘
奨学金の給付などに活用しました。

沖合底曳網漁船のリシップ（船の大規模修繕）による漁業
構造改革を支援するなど、漁業の維持・発展の取組に対して
活用しました。リシップによる鮮度保持の取組により、浜田
の新たな水産ブランド「沖獲れ一番」の鮮魚出荷が始まりま
した。また、農産物の生産支援・有害鳥獣対策など農林業の
振興や、起業・中小企業の支援など「元気な浜田」をつくる
取組に活用しました。

４　　　青少年の健全育成に関する事業

５　　　その他目的達成のために市長が必要と認める事業

市民へのふるさと寄附返礼品の送付を取りやめます

　市ではふるさと納税として寄附をいただいた場合、寄附された人へお礼の品と
して特産品などをお送りしていますが、ふるさと寄附の趣旨に反していることか
ら、10月１日の申込み分から市民の皆さんへのお礼の品の送付を取りやめること
といたしました。
　ご理解いただきますようお願いします。

【問い合わせ先】本庁ふるさと寄附推進室（☎�９２２０）

活用した事業 活用額
石見神楽の振興 3,293
石見神楽定期公演の推進 3,448
資料館の管理運営 10,548
御便殿の管理 1,524

計 18,813

活用した事業 活用額
河川の浄化 10,838
河川の維持管理 11,356
緑の基本計画の策定 6,604
城山公園の整備 1,224
そのほか 3,308

計 33,330

活用した事業 活用額
敬老乗車券の交付 20,984
地域福祉支援の推進 4,896
お産の応援 41,983
がん検診の受診率の向上 39,138
そのほか 8,627

計 115,628

市の観光資源である石見神楽の魅力を多くの人にＰＲする
ため、県外イベントで上演して認知度を高めたり浜田市に宿
泊される団体向けに上演し神楽ファンを獲得したりする取組
に対して活用し、浜田市の集客力向上につなげることができ
ました。また、市内の郷土・歴史・民俗資料館の資料収集や
展示、御便殿の維持管理などに活用しました。

市や県が管理する河川の堤防の除草など、環境の保持を図
るために活用し、良好な環境を守ることができました。また、
緑の基本計画、景観計画（案）に基づくガイドラインの作成、
平成31年度に浜田開府４00年を迎えるにあたり、城山公園や
その進入路の整備などに活用しました。

高齢者の移動支援として、市内の公共交通を半額で利用でき
る「敬老乗車券」を販売したり、運転免許証を自主返納した人
には無料で交付したりしました。通院・買い物への移動費の負
担が軽減でき、外出機会の増加につながり、高齢者の元気な生
活を支えています。また、一般不妊治療費の助成、お産応援体
制の支援、がん検診の受診勧奨、生活習慣病対策の推進などに
活用しました。

２　　　自然環境並びに歴史的及び文化的な資源の保全及び活用に関する事業

１　　　石見神楽等の伝統芸能の継承に関する事業

３　　　高齢者福祉及び地域医療の充実に関する事業

 寄附者の思いを　ふるさと 浜田　のために活用しました
（千円）

（千円）

（千円）

（千円）

（千円）
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採用職種 人員 対象者
（平成30年４月１日現在）

必要な資格・条件など
（詳しくは、採用試験実施要項をご覧ください）

一般事務員Ｂ ４人程度 18 歳以上 23 歳以下 学歴・資格などは問いません
一般事務員Ｃ
（民間企業等職務経験者）３人程度 2４ 歳以上 35 歳以下 民間企業などで通算３年以上の経験を有する人

土木技術員Ｅ １人程度 18 歳以上 29 歳以下 学歴・資格などは問いません

幼稚園教諭Ｆ １人程度 35 歳以下 幼稚園教諭免許及び保育士資格（採用までに取
得見込みの人を含む）

水道技術員Ｇ １人程度 18 歳以上 35 歳以下 学歴・資格などは問いません
消防士Ｈ ７人程度 18 歳以上 25 歳以下 学歴・資格などは問いません
消防士Ｉ

（救急救命士有資格者）２人程度 28 歳以下 救急救命士資格

※　６月に実施した第１回採用試験の一般事務員Ａを受験した人は、一般事務員Ｂ及びＣでの受験申込
みはできません。

※　６月に実施した第１回採用試験の土木技術員Ｄを受験した人は、土木技術員Ｅでの受験申込みはで
きません。

　救急業務や救急医療体制を皆さんに正しく理解
してもらい、より一層の救命率向上を図るため、
毎年９月９日を「救急の日」、この日を含む１週
間（９月３日㈰～９日㈯）を「救急医療週間」と
し、全国的に普及啓発運動が実施されています。
　この「救急の日」及び「救急医療週間」を通じ
て、救急車の正しい利用方法や、家庭での事故の
予防、家庭でできる応急手当について考えましょ
う。
救急受診アプリのご紹介
　救急車を呼ぶか、様子を見るべきか判断に迷う
ことがあると思います。そんな時に役立つ、全国
版救急受診アプリ（愛称「Q助」）が配信されて
いますので、活用してみてください。
全国版救急受診アプリ（総務省消防庁のページへ）
http://www.fdma.go.jp/neuter/topics/
filedList9_6/kyukyu_app.html

幼児画展示のご案内
　救急車を題材とした幼児画を展示します。
期間　９月２日㈯～10日㈰
場所　ゆめタウン浜田　特設展示場

各種救命講習のご案内

普通救命講習Ⅲ
　子どもの体調の急変に対して、AEDの使
用を含めた応急手当講習を実施します。
日時　９月３日㈰　午前９時～正午
場所　浜田市消防本部　会議室
定員　先着４0人
料金　無料
普通救命講習Ⅰ
　大人の体調の急変に対して、AEDの使用
を含めた応急手当講習を実施します。
日時　９月８日㈮　午前９時～正午
場所　浜田市消防本部　会議室
定員　先着４0人
料金　無料
※　参加者には、終了後に修了証を交付します。
申込み・問い合わせ先　
　浜田消防署救急係（☎�１２２９）

一日救急隊長による広報活動
　幼稚園児による広報活動を実施します。
日時　９月９日㈯　午前10時～
場所　ゆめタウン浜田　正面玄関

　このたび、浜田市出身の故山藤功
さんのご遺志を受け継がれた山藤法
子さんからのご寄附を原資として、
返還の必要がない給付型の「山藤功
奨学金」制度を創設しました。　　
　この奨学金制度は、優れた素質と
向学心を持ちながら、経済的な理由
により修学が困難な学生に対し、奨
学金を支給し、学業に専念できるよ
う修学を支援することを目的として
います。

対象　
・保護者が浜田市に住所を有する人
・本年４月に学校教育法に基づく大学に入学した人
・向学心がありながら経済的な理由により修学が困難な人
・人物が良好で学業成績が優秀な人
募集人員　２人
支給金額　月額３万円
支給期間　本年10月から大学在学の３年半とし、来年度か

らは、年２回、４月と10月に半年分ずつ支給し
ます。

募集期間　８月１日㈫～31日㈭
応募方法　申請書に必要事項を記入の上、必要書類を添え

て、募集要項にある提出先に提出してください。
※　募集要項・申請書は、市教育総務課（各支所教育委員

会分室）にあります。市ホームページからダウンロード
もできます。

本庁教育総務課総務企画係
（☎�９７００）

問い合わせ先

平和を祈念し、黙とうを

　広島市と長崎市に原爆が投下されて今年で72年目にな
ります。また、８月15日は「戦没者を追悼し平和を祈念
する日」です。
　広島市と長崎市では、それぞれ原爆が投下された時間
に、原爆死没者のご冥福と世界恒久平和の確立を祈念す
るため、平和の鐘を合図に１分間の黙とうがささげられ
ます。
　また、８月15日には全国戦没者追悼式が行われ、先の
大戦で亡くなられた人々を追悼し、平和を祈念するた
め、正午から１分間の黙とうがささげられます。
　浜田市は、核兵器廃絶平和都市宣言をしています。市
民の皆さんにおかれましても、亡くなられた人々を追悼
するとともに、世界の恒久平和を祈念して、それぞれの
家庭や職場で黙とうをささげましょう。
原爆が投下された日時
広島　昭和20年８月６日　午前８時15分
長崎　昭和20年８月９日　午前11時２分
全国戦没者追悼式　８月15日㈫

平和アピールパネル展

　昭和20年８月６日、広島に世界で初めて
原子爆弾が投下されました。
　終戦から72年を経て、戦争の記憶が薄れ
つつあります。人類が二度と核による悲し
みを被ることのないよう、「平和の尊さ」
を市民の皆さんに再度確認してもらうため
パネル展を開催します。
展示内容　広島・長崎原爆写真ポスター
開催期間　８月７日㈪～1４日㈪
場所　市役所本庁１階市民ロビー

問い合わせ先
　本庁総務課総務管理係（☎�９１１０）
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９月９日は「救急の日」

平成２9年度
浜田市山藤功奨学金給付者を募集します
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社会を明るくする運動浜田市推進委員会
総会が開催されました（６月13日）

浜田市と邑南町との「食」を通じた観光・

文化交流協議会総会を開催しました

（６月９日）

石央商工会合併10周年記念「石見のまん
なか神楽市」が開催されました
（６月11日）

日本海信用金庫からチャリティ親善ゴル
フ大会収益金の寄贈を受けました
（６月12日）

浜田市長杯グラウンド・ゴルフ大会が開
催されました（６月15日）

三隅小学校教諭の荒木友子さんがJICA青年
海外協力隊としてマダガスカル共和国で小
学校教育を行うことになりました（６月16日）

浜田市シルバー人材センター総会が開催
されました（６月16日）

浜田国際交流協会総会が開催されました
（６月17日）

国府海岸と生湯海岸を清掃する海岸ク
リーンアップ作戦を行いました
（６月24日）

浜田商工会議所通常議員総会が開催され
ました（６月23日）

いわみ子供神楽フェスタ20周年記念大会
が開催されました（６月24日）

クルーズ客船「飛鳥Ⅱ」が浜田港福井埠頭に寄港しました（６月29日）

2017 石州浜っ子
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露店

浜田市公設
水産物仲買売場

…立入禁止区域

…車両進入禁止・観覧場所（16:00 ～ 23:00）

…本部

…ステージ

…協賛席

石州浜っ子夏まつり会場図

観覧場所
③

日時　８月５日㈯
午後４時～10時（小雨決行）

※　荒天の場合は花火のみ翌日６日㈰に順
延します。

場所　浜田漁港周辺
問い合わせ先　

浜っ子夏まつり実行委員会事務局（浜
田市観光協会）（☎�１０８５）　

http://www.kankou-hamada.org

　浜田漁港の大規模改修工事のため、漁港岸壁からの観覧ができませんの
で、ご注意ください。また、駐車場も減りますので、ご来場の際は、公共交
通機関のご利用をお願いします。
※　詳しくは、８月３日㈭予定の新聞折り込みチラシをご確認ください。

浜田漁港の大規模改修工事のため、漁港岸壁からの観覧ができませんの
注意

夏まつり
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走り抜ける瑞風を歓迎するみなさん

　６月2４日㈯、DUARIG Fチャレンジリーグ2017/2018の「浜
田フットサルクラブＨＮＴ（浜田）」対「フウガドールすみだ
バッファローズ（東京）」の試合が島根県立体育館で行われま
した。このリーグは、日本フットサルリーグの２部に相当する
もので、全国から７チームが参加し優勝を目指します。
　この日の試合は、相手チームが数多くシュートをする中、地
元の応援を受けた浜田フットサルクラブＨＮＴが固い守りを見
せ４対２でリーグ初戦を白星で飾りました。来場者は、目の前
で繰り広げられる攻防戦に一喜一憂しながら声援を送りました。

　６月19日㈪、瑞風歓迎イベントがゆうひパーク三隅で行われ
ました。会場では、地元の有志による出店や岡見神

し ん

遊
ゆ う

座
ざ

による
恵比寿が上演されたほか、白砂地区のマスコット西条柿右衛門
も登場しイベントを盛り上げました。瑞風が通過するときに
は、参加者が手を振って歓迎の意を表すと、気がついた乗客が
手を振り返すなど、心温まるおもてなしとなりました。
　また、乗客に気持ちよく風景を眺めてもらおうと、白砂地区
まちづくり推進委員会がこの日に向けて以前から海岸の環境美
化に取り組んでいました。

ボールを巡って激しくぶつかり合う選手たち

　６月25日㈰、食育フェスタ㏌浜田が総合福祉センターで開催
されました。これは、食育を市民運動として取り組むことを目
指し、食育フェスタ㏌浜田実行委員会が毎年行っているもので、
今年は、「食事は家族や仲間と一緒に楽しく食べましょう」を
テーマに取り組みました。
　当日は、おはなしレストランと題して、「大きなかぶ」の人
形劇や食事についてのパネルシアターが上演されました。ま
た、食事のマナー体験や食育すごろくなどもあり、家族連れな
ど約500人でにぎわいました。

　６月2４日㈯、なんっと舞いんさる！ほーほーほたるこい祭り
が、市木ふれあい広場周辺で行われました。これは、川やホタ
ルの環境を守るとともに、地域住民の交流を目的に、市木まち
づくり推進委員会が開催したものです。
　当日は、旭中学校吹奏楽部の演奏などのステージイベントや
地元グループによるバザーが行われました。市木地区では、平
成８年からホタルの飼育・放流を行っており、今年も約２万匹
のホタルを放流しました。祭りの来場者は、日が暮れてくると
河川周辺を散策しホタルの美しい舞いを楽しみました。

パネルに絵を貼ってお話をするパネルシアターを楽しむ

迫力あるステージイベントが祭りを盛り上げる

　６月12日㈪、「ハッチョウトンボのうた」ミニコンサートが
雲城小学校で行われました。このコンサートは、身近に生息す
るハッチョウトンボ（絶滅危惧Ⅱ類）のかわいさと希少性を知っ
てもらおうと、住民組織「妖精の守り人プロジェクトの会」が
中心となって企画したものです。
　当日は、地元の渡辺文夫さんが作詞した歌「雲城のハッチョ
ウトンボ」を作曲者の玉置龍一さんと編曲者の杉本さえみさん
の指導の下、全校児童が元気に合唱しました。児童たちは、「歌
がきれい、みんなにも聞いてもらいたい」と話していました。

　６月10日㈯、杵束公民館まつり泥落としが開催されました。
これは、田植えが無事に終わったことを祝い、感謝と慰労の意
味を込め「公民館まつり」として行っているものです。
　当日は、田ばやしや踊り、和太鼓の演奏などが行われました。
また、田植えのときに苗の束を投げて渡していた苗さばきの動
作を取り入れたゲームなどで盛り上がりました。地域の皆さん
による角寿司や炊き込みご飯、新鮮な野菜などの販売もあり、
参加者は、田植えが終わった喜びと地域の人たちとの触れ合い
を楽しみました。

ハッチョウトンボの歌に聞き入る児童

　６月３日㈯・４日㈰の２日間、旭温泉まつりがあさひ荘周辺
で開催されました。このまつりは、旭温泉を多くの人に利用し
てもらおうと旭温泉まつり実行委員会が企画したものです。
　３日㈯は、前夜祭として歌謡ショーや地元の神楽社中による
石見神楽が上演されました。４日㈰の本祭りでは、子どもみこ
しや旭まるごとクイズ大会・ダンス・よさこい踊り・温泉卓球
大会など様々な催しが行われました。また、地元団体によるバ
ザーや地元特産の赤梨などが当たる抽選会も行われ、来場した
約1,200人はまつりと温泉を楽しみました。　

　５月2４日㈬、おいしい村弥栄の日が弥栄小学校で行われまし
た。これは、地場産物を給食に取り入れることで郷土愛や弥栄
の農産業について関心をもち、様々な人と関わりコミュニケー
ション力を高めることを目的に毎月１回行われるものです。
　毎月この日は、地元の食材をふだんより多く取り入れ、旬を
感じられる工夫がされた給食が出されます。児童たちは、生産
者や新鮮で安全な食材に感謝しながら味わって食べていまし
た。また、食後には市職員から農業を取り巻く現状について話
を聞き、地産地消の大切さについて学びました。

苗を投げて得点を競う

温泉施設を練り歩く子どもみこし

地元の食材がいっぱいのおいしい給食
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す
る
行
政
か
ら
の
お
知
ら
せ
で
す

【浜田】
　主会場では、「地震・津波に対する防災活動」をテーマに、
17の防災関係機関や各種団体が参加し、海上漂流者や倒壊建物
からの救出訓練などを行いました。また、消防団や自主防災組
織による避難誘導のほか、炊き出し訓練や関係機関の展示も行
いました。

【三隅】
　６月28日㈬、住民参加型防災訓練の検証会を三保公民館で開
催しました。これは、11日の浜田市総合防災訓練に併せて各団
体が実施した防災訓練について検証したものです。
　検証会では、各自治会・自主防災組織・福祉施設が訓練につ
いて良かった点や改善すべき点について述べ、情報を共有し合
いました。参加者からは、「訓練を重ねることが防災意識を高
めることにつながる」という意見などが出されました。

　６月11日㈰、浜田市総合防災訓練を瀬戸ケ島町の瀬戸ケ島埋
立地を主会場に各自治区に分かれて実施しました。
　当日は、主会場での訓練や市内各地で行われた町内会、自主
防災組織による避難訓練などに約3,600人が参加しました。

【金城】
　防災初動訓練を金城支所及び各公民館で行いました。これ
は、地震発生時から金城地区災害対策本部の設置及び各公民館
での避難所の開所と運営までの流れを訓練したものです。
　各公民館では、避難所情報を共有するための掲示用紙や備蓄
品の点検、避難行動要支援者の安否確認などを実際に行いなが
ら、災害時の行動を確認しました。　

はしごを使っての高所救出訓練

避難所で情報共有できるように工夫

自衛隊島根地方協力本部隊員による貴重な体験談

【弥栄】
　ゲリラ豪雨による大雨・土砂崩れに対する避難訓練を高内・
門田地区、西の郷地区をモデル地区として行いました。
　当日は、防災行政無線などの放送の後、自主防災組織・消防
団などによる避難誘導のもと自宅から避難所まで実際に避難し
ました。また、災害時に支援が必要になる避難行動要支援者の
避難支援も地域の人や消防団と協力して行いました。

【旭】
　いまいち防災学習会を行いました。これは、子どもから大人
まで一緒に防災を楽しみながら学ぼうと今市地区内の４つの自
主防災組織と自治会・公民館が共同で開催したものです。
　学習会では、自衛隊島根地方協力本部隊員から広島豪雨災害
で救助支援活動を行った経験を踏まえた話や消防署員による応
急手当の指導などがありました。

地域で協力して迅速な避難を

防災対策の課題を共有し合う

開
催
日　
９
月
９
日
㈯

【
市
長
選
挙
】　

午
前
10
時
～

【
市
議
選
挙
】　

午
後
１
時
30
分
～

場
所　
浜
田
公
民
館
研
修
室

浜
田
市
長
選
挙
・
浜
田
市
議
会
議

員
一
般
選
挙

投
票
日　
10
月
15
日
㈰

告
示
日　
10
月
８
日
㈰

※　

今
回
の
選
挙
か
ら
、
全
て
の

投
票
所
に
お
い
て
投
票
終
了
時

刻
を
１
時
間
繰
上
げ
ま
す
。
こ

れ
ま
で
終
了
時
刻
が
午
後
８
時

だ
っ
た
投
票
所
は
午
後
７
時
ま

で
、
午
後
７
時
だ
っ
た
投
票
所

は
午
後
６
時
ま
で
と
な
り
ま
す

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

選
挙
の
詳
細
は
、「
広
報
は
ま

だ
」
９
月
号
・
10
月
号
に
掲
載
し

ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

本
庁
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

（
☎
�
９
８
１
０
）

交
付
窓
口　
市
役
所
本
庁
１
階
総

合
窓
口
課
（
本
庁
舎
の
み
で
実

施
）

利
用
で
き
る
手
続　

マ
イ
ナ
ン

バ
ー
（
個
人
番
号
）
カ
ー
ド
の

交
付
の
み

予
約
方
法　
希
望
さ
れ
る
日
の
３

日
前
ま
で
に
本
庁
総
合
窓
口
課

へ
電
話
し
て
く
だ
さ
い
。

※　

都
合
に
よ
り
希
望
に
沿
え
な

い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

注
意
事
項

・
発
行
通
知
書
に
記
載
し
て
あ
る

も
の
を
必
ず
持
参
し
て
く
だ
さ

い
。

・
代
理
人
に
よ
る
受
取
は
、
入

院
・
身
体
の
障
が
い
な
ど
に
よ

り
来
庁
が
困
難
な
場
合
に
限
り

ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
総
合
窓
口
課
総
合
窓
口
係

（
☎
�
９
４
０
０
）

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
（
個
人
番
号
）

カ
ー
ド
の
交
付
申
請
を
し
た
人
に

は
、
交
付
準
備
が
で
き
次
第
、
市

か
ら
発
行
通
知
書
（
交
付
に
関
す

る
案
内
は
が
き
）
を
郵
送
し
て
い

ま
す
。
平
日
の
受
付
時
間
内
で
の

受
取
が
困
難
な
場
合
は
、
相
談
に

応
じ
て
時
間
外
窓
口
を
開
設
し
ま

す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

開
設
日　
事
前
の
相
談
に
応
じ
て
、

対
応
可
能
な
平
日
（
要
予
約
）

受
付
時
間　
午
後
５
時
15
分
～
６

時
30
分

※　

シ
ス
テ
ム
及
び
処
理
の
都
合

上
、
午
後
６
時
30
分
ま
で
に
来

庁
し
て
く
だ
さ
い
。

　

臨
港
道
路
福
井
４
号
線
の
橋
梁

足
場
解
体
作
業
の
た
め
、
県
道
浜

田
商
港
線
の
夜
間
通
行
止
め
を
予

定
し
て
い
ま
す
。
ご
理
解
・
ご
協

力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

日
時　
８
月
７
日
㈪
～
30
日
㈬
の

う
ち
５
日
間
程
度　

午
後
９
時
～
翌
日
午
前
５
時

場
所　
浜
田
市
熱
田
町
（
県
道
浜

田
商
港
線
）

問
い
合
わ
せ
先　

【
施
工
業
者
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オ
リ
エ
ン
タ
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白

石
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浜
田
港
工
事
作
業
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山
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さ
ん
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本
庄
さ
ん
（
☎
�
９

０
３
５
）

【
発
注
者
】
中
国
地
方
整
備
局
境

港
湾
・
空
港
整
備
事
務
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浜

田
港
出
張
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☎
�
７
３
８
０
）

　

中
国
ろ
う
き
ん
で
は
、
市
と
提

携
し
た
ロ
ー
ン
を
取
扱
っ
て
い
ま

す
。
生
活
の
様
々
な
場
面
で
利
用

い
た
だ
け
る
制
度
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な
っ
て
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ま

す
。気
軽
に
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さ
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族
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医
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護
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対
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上
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上
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資
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３
０
０
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円

利
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年
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７
２
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固
定
金
利
）

※　

利
率
は
平
成
29
年
４
月
１
日

現
在
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す
。

返
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住
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・
教
育
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は
10
年
、
そ

の
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は
５
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※　
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学
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みすみ

防災意識を高めよう
～ 浜田市総合防災訓練 ～
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提
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「
細
菌
」
が
原
因
と
な
る
食
中

毒
は
、
夏
場
に
多
く
発
生
し
て
い

ま
す
。
そ
の
原
因
と
な
る
細
菌
の

代
表
的
な
も
の
は
、
腸
管
出
血
性

大
腸
菌
（
Ｏ
１
５
７
・
Ｏ
１
１
１

な
ど
）
や
カ
ン
ピ
ロ
バ
ク
タ
ー
、

サ
ル
モ
ネ
ラ
菌
な
ど
で
す
。
食
中

毒
予
防
の
３
原
則
を
守
っ
て
健
康

に
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

食
中
毒
予
防
の
３
原
則

食
中
毒
の
原
因
を
「
つ
け
な
い
・

増
や
さ
な
い
・
や
っ
つ
け
る
」

【
つ
け
な
い
】

・
石
け
ん
と
流
水
で
丁
寧
に
手
を

洗
い
、
調
理
器
具
は
使
用
の
都

度
き
れ
い
に
洗
い
ま
し
ょ
う
。

・
焼
肉
な
ど
で
は
、
生
の
肉
を
つ

か
む
箸
と
焼
け
た
肉
を
つ
か
む

箸
は
別
の
も
の
に
し
ま
し
ょ

う
。

・
食
品
を
保
管
す
る
と
き
に
は
、

密
封
容
器
に
入
れ
た
り
、
ラ
ッ

プ
を
掛
け
た
り
し
ま
し
ょ
う
。

【
増
や
さ
な
い
】

・
食
べ
物
に
付
着
し
た
菌
を
増
や

さ
な
い
た
め
に
は
、
低
温
で
保

存
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
肉

や
魚
な
ど
の
生
鮮
食
品
や
惣
菜

な
ど
は
、
購
入
後
、
で
き
る
だ

け
早
く
冷
蔵
庫
に
入
れ
ま
し
ょ

う
。

・
冷
蔵
庫
に
入
れ
て
も
細
菌
は

ゆ
っ
く
り
と
増
殖
す
る
の
で
、

温
度
管
理
に
気
を
付
け
、
早
め

に
食
べ
切
り
ま
し
ょ
う
。

【
や
っ
つ
け
る
】

・
調
理
器
具
は
煮
沸
消
毒
や
漂
白

剤
で
消
毒
し
ま
し
ょ
う
。

・
食
品
は
、
中
心
部
の
温
度
が

75
℃
で
１
分
間
以
上
加
熱
処
理

し
ま
し
ょ
う
。

ア
ニ
サ
キ
ス
食
中
毒
に
注
意
し
ま

し
ょ
う

　

生
鮮
魚
介
類
に
寄
生
し
た
ア
ニ

サ
キ
ス
幼
虫
（
寄
生
虫
）
に
よ
る

食
中
毒
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。
主

に
サ
バ
・
ア
ジ
・
カ
ツ
オ
・
イ
カ

な
ど
の
魚
介
類
の
内
臓
に
寄
生
し

て
い
ま
す
が
、
魚
介
類
が
死
亡
す

る
と
内
臓
か
ら
身
（
筋
肉
）
に
移

動
す
る
た
め
、
刺
身
な
ど
の
生
で

食
べ
る
料
理
の
際
は
注
意
し
て
く

だ
さ
い
。

予
防
の
ポ
イ
ン
ト

・
新
鮮
な
も
の
を
選
び
ま
し
ょ

う
。
丸
ご
と
１
匹
購
入
し
た
際

は
、
す
ぐ
に
内
臓
を
取
り
除
い

て
く
だ
さ
い
。

・
内
臓
を
生
で
食
べ
な
い
で
く
だ

さ
い
。

・
目
視
で
確
認
し
て
、
ア
ニ
サ
キ

ス
幼
虫
が
い
た
場
合
は
除
去
し

ま
し
ょ
う
。

・
酢
漬
け
や
塩
漬
け
で
は
死
滅
し

ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
環
境
課
く
ら
し
と
環
境
係

　
（
☎
�
９
４
２
０
）

　

お
盆
の
し
尿
収
集
業
務
は
、
次

の
期
間
休
み
と
な
り
ま
す
。

浜
田

・
㈲
浜
田
浄
化
セ
ン
タ
ー

８
月
11
日
㈷
～
15
日
㈫

・
門
田
産
業
㈲

８
月
13
日
㈰
～
15
日
㈫

金
城

・
㈲
ダ
イ
ヤ
環
境
衛
生

８
月
11
日
㈷
～
16
日
㈬

金
城
・
旭
・
弥
栄

・
㈲
江
津
衛
生
公
社

８
月
13
日
㈰
～
16
日
㈬

三
隅

・
㈲
石
見
環
境
整
備

８
月
12
日
㈯
～
15
日
㈫

問
い
合
わ
せ
先　

本
庁
環
境
課
リ
サ
イ
ク
ル
推
進

係
（
☎
�
９
４
３
０
）

８月側溝消毒予定表
日 曜 実　施　計　画

９ 水 瀬戸ケ島町、港町５、大辻町

10 木 長沢町１

16 水 長沢町２～５・７・８

17 木 生湯町１～４

21 月 長沢町６・８、桜ヶ丘、菅原団地

22 火 浅井町４～６

23 水 浅井町１～３、黒川町１・２

2４ 木 黒川町３～７

28 月 相生町１～３

29 火 相生町３・４

30 水 杉戸町、笠柄町

31 木 熱田町６～ 10
※　平成29年度より週４日（月～木曜日）

の作業とします。
※　雨天などにより中止した場合、金曜

日に実施することがあります。　
（本庁環境課くらしと環境係）

　

こ
の
調
査
は
、
国
民
の
就
業
・

不
就
業
の
状
態
を
調
査
す
る
も
の

で
、
得
ら
れ
た
デ
ー
タ
は
国
や
都

道
府
県
が
実
施
す
る
雇
用
政
策
及

び
経
済
政
策
な
ど
の
企
画
・
立
案

す
る
上
で
重
要
な
指
標
と
し
て
利

用
さ
れ
ま
す
。

調
査
対
象　
国
が
全
世
帯
の
中
か

ら
統
計
的
手
法
に
よ
り
選
定
し

ま
す
。

調
査
方
法　

８
月
下
旬
か
ら
県

知
事
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
調
査
員

が
、
選
定
さ
れ
た
調
査
区
内
の

全
世
帯
に
事
前
調
査
に
伺
い
ま

す
。
そ
の
後
、
そ
の
中
か
ら
無

作
為
に
選
ば
れ
た
15
調
査
世
帯

へ
９
月
下
旬
頃
に
改
め
て
、
調

査
票
の
記
入
の
お
願
い
に
伺
い

ま
す
。
ま
た
、
パ
ソ
コ
ン
や
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
使
っ
て
簡
単

に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
も
、
回

答
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※　

調
査
員
は
、
調
査
員
証
を
身

に
付
け
て
い
ま
す
。

※　

こ
の
調
査
は
、
統
計
法
に
基

づ
き
総
務
省
及
び
島
根
県
・
浜

田
市
が
実
施
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　
情
報
政
策
課
統

計
企
画
係
（
☎
�
９
１
２
０
）

　
「
浜
田
市
水
産
物
地
方
卸
売
市

場
」
の
浜
田
市
都
市
計
画
決
定
案

を
作
成
し
た
の
で
縦
覧
し
ま
す
。

　

浜
田
漁
港
で
の
陸
揚
げ
か
ら
荷

さ
ば
き
、
出
荷
ま
で
の
一
連
の
作

業
を
行
う
エ
リ
ア
を
高
度
衛
生
管

理
対
応
の
市
場
と
し
て
整
備
し
、

水
産
振
興
を
図
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
決
定
す
る
も
の
で
す
。

縦
覧
期
間　
８
月
17
日
㈭
～
31
日

㈭
（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
午

前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
）

縦
覧
場
所　
市
役
所
建
設
企
画
課

意
見
書
の
提
出

　

案
に
つ
い
て
意
見
の
あ
る
市
民

及
び
利
害
関
係
人
は
、
縦
覧
期
間

中
に
市
長
に
意
見
書
を
提
出
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

提
出
方
法　
意
見
書
に
氏
名
及
び

住
所
（
法
人
に
あ
っ
て
は
、
名

称
及
び
主
た
る
事
務
所
の
所
在

地
）
を
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。

※　

住
所
又
は
主
た
る
事
務
所
の

所
在
地
が
、
浜
田
市
と
異
な
る

場
合
は
、
利
害
関
係
の
内
容
に

つ
い
て
も
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。

提
出
・
問
い
合
わ
せ
先

本
庁
建
設
企
画
課
都
市
計
画
係

（
☎
�
９
６
０
１
）

　

中
小
企
業
退
職
金
共
済
（
中
退

共
）
制
度
は
、
中
小
企
業
の
事
業

主
が
、
従
業
員
の
退
職
金
を
計
画

的
に
準
備
で
き
る
国
の
退
職
金
制

度
で
す
。

国
の
制
度
だ
か
ら
安
心
・
確
実

・
新
規
加
入
や
掛
金
月
額
を
増
額

す
る
場
合
、
掛
金
の
一
部
を
国

が
助
成
し
ま
す
。

・
掛
金
は
全
額
非
課
税
で
、
手
数

料
も
か
か
り
ま
せ
ん
。

外
部
積
立
型
だ
か
ら
管
理
が
簡
単

・
従
業
員
ご
と
の
納
付
状
況
や
退

職
金
試
算
額
を
事
業
主
に
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

・
退
職
金
は
、
中
退
共
本
部
か
ら

直
接
従
業
員
へ
支
払
わ
れ
ま
す
。

農
林
水
産「
も
の
知
り
出
前
講
座
」

　

島
根
県
の
自
然
や
農
林
水
産
業

の
魅
力
な
ど
に
つ
い
て
、
県
職
員

が
出
向
い
て
説
明
し
ま
す
。
小
・

中
学
生
向
け
に
５
講
座
、
一
般
向

け
に
４
講
座
を
そ
ろ
え
て
い
ま
す
。

対
象　
団
体
・
グ
ル
ー
プ
（
た
だ

し
、
島
根
県
内
に
在
住
、
在
勤

又
は
在
学
す
る
、
お
お
む
ね
10

人
以
上
が
参
加
す
る
集
会
や
会

合
）

時
間　
午
前
10
時
～
午
後
８
時

（
１
講
座
１
時
間
程
度
）

料
金　
無
料

※　

会
場
費
用
な
ど
は
、
団
体
で

負
担
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
方
法　
お
お
む
ね
１
か
月
前

ま
で
に
、
担
当
課
に
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

農
林
水
産
「
み
ら
い
講
座
」

　

農
林
水
産
業
の
こ
と
に
つ
い
て

知
り
た
い
こ
と
が
あ
れ
ば
、
技
術

セ
ン
タ
ー
な
ど
に
お
越
し
く
だ
さ

い
。
研
究
員
に
よ
る
説
明
の
ほ

か
、
施
設
見
学
や
体
験
学
習
な
ど

が
で
き
ま
す
。

時
間　
午
前
９
時
～
午
後
４
時
30

分
（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
。）

申
込
方
法　
各
施
設
に
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

※　

各
講
座
内
容
・
申
込
先
な

ど
、
詳
し
く
は
県
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

http://w
w
w
.pref.shim

ane.lg.jp/
industry/norin/info/dem

ae/

問
い
合
わ
せ
先　

県
農
林
水
産
総
務
課
政
策
推
進

ス
タ
ッ
フ
（
☎
０
８
５
２
�
５

１
１
９
）

※　

パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
や
家
族
従

業
員
も
加
入
で
き
ま
す
。

　

詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

http://chutaikyo.taisyokukin.
go.jp/

問
い
合
わ
せ
先

勤
労
者
退
職
金
共
済
機
構　

中

小
企
業
退
職
金
共
済
事
業
本
部

（
☎
０
３
‐
６
９
０
７
‐
１
２

３
４
）

　

浜
田
市
有
害
鳥
獣
捕
獲
対
策
協

議
会
で
は
、
国
の
総
合
対
策
事
業

を
活
用
し
、
有
害
獣
（
サ
ル
・
イ

ノ
シ
シ
・
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
な
ど
）

の
集
落
へ
の
侵
入
を
広
範
囲
に
わ

た
っ
て
阻
止
す
る
防
護
柵
（
ワ
イ

ヤ
ー
メ
ッ
シ
ュ
・
電
気
牧
柵
）
を

設
置
す
る
集
落
な
ど
に
対
し
て
資

材
を
提
供
し
ま
す
。
提
供
し
た
資

材
の
設
置
・
維
持
管
理
は
、
申
請

団
体
で
行
っ
て
も
ら
い
ま
す
。

対
象　
集
落
・
町
内
会
な
ど
（
受

益
者
３
戸
以
上
）

要
件　

・
防
護
柵
の
対
象
と
な
る
農
用
地

が
30
ａ
以
上
で
あ
る
こ
と
（
市

内
に
あ
り
、遊
休
農
地
を
除
く
）

・
今
年
度
中
に
設
置
を
行
う
こ
と

申
込
締
切
日　
８
月
31
日
㈭

申
込
方
法　
申
請
書
に
必
要
事
項

を
記
入
の
上
、
設
置
予
定
位
置

図
を
添
え
て
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
。

※　

申
請
書
は
、
本
庁
農
林
振
興

課
及
び
各
支
所
産
業
建
設
課
に

あ
り
ま
す
。

※　

申
込
多
数
の
場
合
は
、
資
材

が
配
布
で
き
な
い
場
合
が
あ
り

ま
す
。

※　

希
望
し
て
い
る
数
量
を
配
布

で
き
な
い
場
合
は
、
申
請
団
体

で
不
足
分
を
追
加
購
入
し
て
設

置
す
る
か
、
又
は
配
布
す
る
資

材
内
で
設
置
す
る
箇
所
や
方
法

を
検
討
し
設
置
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

本
庁
農
林
振
興
課
林
業
振
興
係

（
☎
�
９
５
１
０
）

食
中
毒
を
予
防
し
ま
し
ょ
う

早
め
に
計
画
し
ま
し
ょ
う

し
尿
収
集
の
お
盆
休
み

産
業
・
地
域
活
性
化

10
月
１
日

平
成
29
年
就
業
構
造
基
本

調
査
を
実
施
し
ま
す

浜
田
市
都
市
計
画
市
場
の

決
定
の
縦
覧
を
行
い
ま
す

中
小
企
業
退
職
金
共
済
制
度

な
ら
掛
金
に
国
の
助
成
が
受

け
ら
れ
ま
す

農
林
水
産
出
前
講
座
を
活
用

し
て
く
だ
さ
い

有
害
鳥
獣
被
害
防
止
の
た
め

の
資
材
を
提
供
し
ま
す
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安
全
安
心

産
　
　
　
業

地
域
活
性
化

保
険
・
医
療

年
　
　
　
金

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

生
活
・
環
境

住
　
　
　
宅

人
　
　
　
権

税
務
・
納
税

健
康
・
福
祉

子

育

て

安
全
安
心

産
　
　
　
業

地
域
活
性
化

保
険
・
医
療

年
　
　
　
金

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

生
活
・
環
境

住
　
　
　
宅

人
　
　
　
権

税
務
・
納
税

健
康
・
福
祉

子

育

て

コラムコラム子育て

　

公
道
沿
い
に
生
垣
や
花
壇
・
庭

園
な
ど
を
設
置
し
た
り
、
公
道
沿

い
の
ブ
ロ
ッ
ク
塀
な
ど
を
除
去
し

た
り
す
る
費
用
の
一
部
を
補
助
し

て
い
ま
す
。

　

こ
の
事
業
は
、
市
街
地
の
緑
豊

か
な
環
境
づ
く
り
を
推
進
し
、
自

然
と
共
生
す
る
快
適
な
生
活
環
境

づ
く
り
や
、
魅
力
あ
る
都
市
空
間

の
広
が
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
す

も
の
で
す
。

対
象　
都
市
計
画
法
で
指
定
さ
れ

た
、
用
途
地
域
内
に
あ
る
幅
員

１
・
８
ｍ
以
上
の
公
道
に
接
す

る
敷
地
、
又
は
建
築
協
定
で
事

業
の
目
的
に
沿
っ
た
協
定
が
締

結
さ
れ
て
い
る
敷
地
で
、
建
築

行
為
が
伴
う
場
合
に
お
い
て
施

工
さ
れ
る
生
垣
な
ど

補
助
金
額　
右
表
に
掲
げ
る
基
準

に
よ
り
算
出
し
た
額
で
、
10
万

円
を
限
度
と
し
ま
す
。

申
請
方
法　
補
助
金
交
付
申
請
書

に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
必

要
な
図
面
や
書
類
を
添
え
て
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。

※　

申
請
書
は
、
本
庁
建
築
住
宅

課
に
あ
り
ま
す
。
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も

で
き
ま
す
。

申
請
・
問
い
合
わ
せ
先　

本
庁
建
築
住
宅
課
指
導
係

（
☎
�
９
６
３
２
）

対象経費 基準額

生垣の植栽（１列植え）
に要する経費

樹高0.5ｍ未満 １ｍあたり2,000円
樹高0.5ｍ以上
1.0ｍ未満 １ｍあたり2,800円

樹高1.0ｍ以上 １ｍあたり5,４00円
玉物 １ｍあたり3,700円

生垣の植栽（寄植え）に要
する経費

樹高0.5ｍ未満 １㎡あたり6,800円
樹高0.5ｍ以上 １㎡あたり9,200円
玉物 １㎡あたり9,500円

花壇の植栽に要する経費 １㎡あたり6,700円

庭園の植栽に要する経費
申請者から提出された見積書・支払明細
書などにより、市が算定した額の１／２
の額

コンクリートブロック塀の
除去に要する経費（基礎取
壊し及び発生材の処分に要
する経費を含む。）

１ｍあたり3,700円

板塀・フェンスなどの除去
に要する経費（基礎取壊し
及び発生材の処分に要する
経費を含む。）

１ｍあたり1,100円

上記に該当しないもので市
長が必要と認めるもの

実情に応じて市が算定した額の１／２の
額

※　基準額は、消費税及び地方消費税が含まれた額とします。

　

市
で
は
移
住
・
定
住
、
結
婚
支

援
に
関
す
る
様
々
な
取
組
や
情
報

発
信
を
行
っ
て
い
ま
す
の
で
ご
覧

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
市
外
・
県
外

に
お
住
ま
い
の
家
族
や
、
お
知
り

合
い
の
人
に
も
市
の
支
援
情
報
な

ど
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

定
住
婚
活
推
進
係
Ｆａ
ｃ
ｅ
ｂｏ
ｏ
ｋ

　

政
策
企
画
課
定
住
婚
活
推
進
係

の
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
公
式
ア
カ
ウ

ン
ト
で
す
。
移
住
・
定
住
に
関
す

る
情
報
や
、
婚
活
イ
ベ
ン
ト
の
情

報
を
発
信
し
て
い
ま
す
。

　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
の
フ
ェ

イ
ス
ブ
ッ
ク
ア
プ
リ
で
「
浜
田
市

定
住
婚
活
推
進
係
」
と
検
索
し
て

く
だ
さ
い
。
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
も

公
式
ア
カ
ウ
ン
ト
に
ア
ク
セ
ス
で

き
ま
す
。

結
婚
支
援
専
用
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
＠

　

浜
田
市
定
住
婚
活
推
進
係
、
結

婚
支
援
専
用
の
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
＠
公
式

ア
カ
ウ
ン
ト
で
す
。

　

婚
活
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
情
報
を

発
信
し
て
い
ま
す
。

　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
の
Ｌ
Ｉ

Ｎ
Ｅ
ア
プ
リ
で
、「
そ
の
他
」→「
公

式
ア
カ
ウ
ン
ト
」
を
開
い
て
、「
浜

田
市　

定
住
婚
活
推
進
係
」
も
し

く
は
「@

fch1258n

」
と
検
索

し
て
く
だ
さ
い
。
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か

ら
も
友
達
登
録
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
政
策
企
画
課
定
住
婚
活
推

進
係
（
☎
�
９
２
０
０
）

　

宝
く
じ
の
収
益
金
は
、
市
町
村

の
明
る
く
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り

に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

児
童
扶
養
手
当
は
、
市
内
に
住

所
を
有
し
、
支
給
要
件
に
該
当
す

る
児
童
（
18
歳
に
な
っ
た
年
度
の

３
月
31
日
を
迎
え
る
ま
で
の
児
童

又
は
、
20
歳
未
満
で
政
令
で
定
め

る
程
度
の
障
が
い
の
状
態
に
あ
る

児
童
）
を
監
護
す
る
父
又
は
母
、

も
し
く
は
父
母
に
代
わ
っ
て
そ
の

児
童
を
養
育
し
て
い
る
人
（
養
育

者
）
に
支
給
さ
れ
る
手
当
で
す
。

ま
た
、
公
的
年
金
な
ど
を
受
給
し

て
い
る
人
で
、
年
金
額
が
児
童
扶

養
手
当
よ
り
低
い
人
も
対
象
と
な

り
ま
す
。

　

対
象
に
な
る
と
思
わ
れ
る
人
は

相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

支
給
要
件

・
父
母
が
婚
姻
を
解
消
し
た
児
童

・
父
又
は
母
が
死
亡
し
た
児
童

・
父
又
は
母
が
政
令
で
定
め
る
程

度
の
障
が
い
の
状
態
に
あ
る
児

童
・
父
又
は
母
の
生
死
が
明
ら
か
で

な
い
児
童

・
父
又
は
母
が
裁
判
所
か
ら
の
Ｄ

Ｖ
保
護
命
令
を
受
け
た
児
童

・
そ
の
ほ
か
、
前
記
に
準
ず
る
状

態
に
あ
る
児
童
で
政
令
で
定
め

る
も
の

※　

支
給
対
象
者
の
父
又
は
母
が

事
実
上
婚
姻
関
係
に
あ
る
場
合

な
ど
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

支
給
月
額

児
童
１
人
の
場
合

全
部
支
給　

４
２
、
２
９
０
円

一
部
支
給　

９
、
９
８
０
円
～

４
２
、
２
８
０
円

※　

支
給
額
は
、
支
給
対
象
者
の

所
得
額
に
応
じ
て
異
な
り
、
所

　

児
童
扶
養
手
当
を
受
給
し
て
い

る
人
は
、
毎
年
８
月
１
日
現
在
の

状
況
を
８
月
中
に
届
け
出
て
、
受

給
資
格
を
更
新
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
こ
の
届
出
を
し
な
い
と
、

受
給
資
格
が
あ
っ
て
も
引
き
続
き

手
当
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
。

　

ま
た
、
届
出
を
せ
ず
に
２
年
を

経
過
す
る
と
、
時
効
に
よ
り
手
当

を
受
け
る
資
格
が
な
く
な
り
ま
す

の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　

該
当
す
る
人
に
は
、
７
月
末
に

個
人
通
知
を
し
て
い
ま
す
。

届
出
期
間　

８
月
１
日
㈫
～
31
日
㈭

届
出
・
問
い
合
わ
せ
先　

・
本
庁
子
育
て
支
援
課
子
ど
も
家

庭
相
談
係
（
☎
�
９
３
３
１
）

・
各
支
所
市
民
福
祉
課

サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ
販
売
中

・
サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ
７
億

円
・
サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
ミ
ニ
１
億
円

・
サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
プ
チ
１
０
０

万
円

発
売
期
間　
８
月
10
日
㈭
ま
で

問
い
合
わ
せ
先

島
根
県
市
町
村
振
興
協
会

（
☎
０
８
５
２
�
４
３
０
１
）

得
制
限
も
あ
り
ま
す
。

※　

児
童
２
人
以
上
の
場
合
な

ど
、
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。　

　予防接種は、子ども自身が免疫を作り病気を
予防するのに役立ちます。感染症の中にはかか
ると重症化したり、後遺症が残ったり、ときに
は命にかかわる病気もあります。昨年10月から
Ｂ型肝炎ワクチンも定期予防接種対象に加わり
ました。予防接種で免疫をつけ、感染症にかか
らないようにしましょう。

日本脳炎について

　日本脳炎は、豚などの体内で増えた日本脳炎
ウイルスが蚊によって媒介され感染する病気で
す。感染症のうち100人から1,000人に１人が脳
炎を発症し、そのうち約20％から４0％程度の割
合で命を落とすことがあります。また、神経の
後遺症を残すことも多い病気です。
日本脳炎の予防接種の機会を逃した人は・・・
　日本脳炎の予防接種は、接種後に重い病気に
なった事例があったことから、平成17年度から
21年度まで積極的な接種が控えられていまし
た。このため平成７年４月２日から平成19年４
月１日生まれの人は接種回数が不足している場
合があります。母子手帳を確認し接種が完了し
ていない場合は、20歳になるまでの間に不足分
を無料で接種することができますので、かかり
つけ医療機関に接種について相談してください。

麻しん風しんについて

　麻しんは感染力が強く、予防接種を受けな
いと、多くの人がかかる病気です。また風し
んは、特に予防接種の機会がなかった20歳か
ら４0歳代の男性がかかる場合が多いようで
す。妊娠中の女性が風しんに感染すると、生
まれてくる子どもが先天性風疹症候群（白内
障・先天性心疾患・難聴など）になることが
あります。
麻しん風しんの予防接種
　定期予防接種対象者以外の人でも、自分と
家族、周りの人を風しんから守るために、風
しんの予防接種を任意で受けることができま
す。
　風しんワクチンを接種していない人や１回
接種だけの人は、麻しんワクチンの接種回数
も不十分で、麻しんに対する免疫も弱いこと
が多いため、ＭＲ予防接種をお勧めします。
　なお、任意の予防接種費用は自己負担とな
りますので、かかりつけ医療機関に相談して
ください。
問い合わせ先　本庁子育て支援課子ども家庭

相談係　（☎�９３３１）

生
垣
・
花
壇
・
庭
園
の

植
栽
な
ど
に
補
助
し
ま
す

移
住
・
定
住
、
婚
活
イ
ベ

ン
ト
情
報
な
ど
を
Ｓ
Ｎ
Ｓ

で
発
信
し
て
い
ま
す

宝
く
じ
の
お
買
い
求
め
は

島
根
県
内
で
お
願
い
し
ま
す

子
育
て

児
童
扶
養
手
当
に
関
す
る

お
知
ら
せ
で
す

児
童
扶
養
手
当
の
現
況
届
を

忘
れ
ず
に
し
て
く
だ
さ
い

子どもを感染症から守るために
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安
全
安
心

産
　
　
　
業

地
域
活
性
化

保
険
・
医
療

年
　
　
　
金

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

生
活
・
環
境

住
　
　
　
宅

人
　
　
　
権

税
務
・
納
税

健
康
・
福
祉

子

育

て

安
全
安
心

産
　
　
　
業

地
域
活
性
化

保
険
・
医
療

年
　
　
　
金

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

生
活
・
環
境

住
　
　
　
宅

人
　
　
　
権

税
務
・
納
税

健
康
・
福
祉

子

育

て

　

歯
科
検
診
・
フ
ッ
素
塗
布
（
歯

ブ
ラ
シ
に
液
を
つ
け
て
塗
布
し
ま

す
。）・
む
し
歯
予
防
の
話
を
し
ま

す
。

対
象　
浜
田
市
に
住
所
が
あ
る
１

歳
以
上
の
在
宅
幼
児

※　

保
育
所
（
園
）・
幼
稚
園
で

実
施
し
て
い
る
場
合
は
、
園
で

受
け
て
く
だ
さ
い
。

日
時　
９
月
７
日
㈭

受
付　
①
午
後
１
時
30
分
～
２
時

②
午
後
２
時
～
２
時
30
分

※　

①
又
は
②
を
選
択
し
、
電
話

で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

場
所　
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー｢

す
く
す
く｣

定
員　
各
先
着
30
人

料
金　
４
０
０
円
（
歯
ブ
ラ
シ
代

を
含
む
）

※　

タ
オ
ル
・
母
子
手
帳
を
持
参

し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
開
始
日　
８
月
2４
日
㈭

午
前
９
時
～

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

本
庁
子
育
て
支
援
課
子
ど
も
家

庭
相
談
係
（
☎
�
９
３
３
１
）

　

特
別
児
童
扶
養
手
当
及
び
特
別

障
害
者
手
当
な
ど
を
受
給
し
て
い

る
人
は
、
受
給
資
格
な
ど
の
状
況

を
届
け
出
て
、
翌
年
７
月
ま
で
の

手
当
の
支
給
の
要
否
の
認
定
を
受

け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
届
出
を
し
な
い
と
、
受
給

資
格
が
あ
っ
て
も
、
引
き
続
き
手

当
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
く
な

り
ま
す
。
ま
た
、
転
居
な
ど
支
給

要
件
に
変
更
が
あ
っ
た
場
合
は
、

1４
日
以
内
に
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

　

該
当
す
る
人
に
は
、
個
別
に
案

内
し
ま
す
の
で
、
期
間
内
に
届
出

を
し
て
く
だ
さ
い
。

届
出
期
間　
８
月
1４
日
㈪
～
９
月

11
日
㈪

※　

特
別
児
童
扶
養
手
当
の
受
給

者
で
、
対
象
児
童
が
養
護
学
校

や
ろ
う
学
校
の
寄
宿
舎
に
入
寮

し
て
い
る
場
合
は
、「
別
居
監

護
事
実
に
つ
い
て
の
確
認
願

書
」
に
、
学
校
又
は
居
住
地
域

の
民
生
委
員
に
証
明
を
受
け
、

ほ
か
の
添
付
書
類
と
併
せ
て
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

届
出
・
問
い
合
わ
せ
先　

・
本
庁
地
域
福
祉
課
障
が
い
福
祉

係
（
☎
�
９
３
２
２
）

・
各
支
所
市
民
福
祉
課

　

障
が
い
者
雇
用
に
理
解
が
あ
り
、

障
が
い
者
の
視
線
に
立
っ
た
雇
用

環
境
を
整
え
る
な
ど
、
社
会
意
識

の
高
い
事
業
所
を
障
が
い
者
雇
用

優
良
事
業
所
と
し
て
表
彰
し
ま
す
。

　

ま
た
、
そ
の
取
組
を
市
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
、広
く
啓
発
し
、

障
が
い
者
雇
用
意
識
の
高
揚
を
図

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。 

対
象　
実
際
に
障
が
い
者
を
雇
用

し
、
か
つ
障
が
い
者
雇
用
に
理

解
を
示
し
、
積
極
的
な
努
力
姿

勢
を
持
っ
て
い
る
市
内
の
事
務

所
又
は
事
業
所
（
支
店
・
営
業

所
な
ど
）
で
、
次
の
全
て
に
該

当
す
る
も
の

・
市
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
こ
と

・
入
札
参
加
資
格
登
録
の
取
消
を

受
け
て
い
な
い
こ
と

・
原
則
と
し
て
、
事
業
所
に
お
け

る
障
が
い
者
雇
用
率
が
２
％
以

上
で
あ
る
こ
と

・
６
か
月
以
内
の
事
業
所
都
合
に

よ
る
障
が
い
者
の
解
雇
が
な
い

こ
と

・
勤
続
年
数
が
、
１
年
以
上
の
障

が
い
者
が
在
職
し
て
い
る
こ
と

応
募
期
間　

８
月
１
日
㈫
～
18
日
㈮

応
募
方
法　
自
薦
・
他
薦
は
問
い

ま
せ
ん
。
所
定
の
様
式
に
必
要

事
項
を
記
入
の
上
、
応
募
し
て

く
だ
さ
い
。

※　

様
式
は
、
本
庁
地
域
福
祉
課

障
が
い
福
祉
係
（
⑤
番
窓
口
）

に
あ
り
ま
す
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で
き

ま
す
。

※　

自
薦
・
他
薦
で
様
式
が
異
な

り
ま
す
。

表
彰
の
時
期　
障
が
い
者
雇
用
支

援
月
間
（
９
月
）
の
間

応
募
・
問
い
合
わ
せ
先　

地
域
福
祉
課
障
が
い
福
祉
係

（
☎
�
９
３
２
２
）

　

戦
没
者
な
ど
の
死
亡
当
時
の
遺

族
で
、
平
成
27
年
４
月
１
日
（
基

準
日
）
に
お
い
て
、
公
務
扶
助
料

や
遺
族
年
金
な
ど
を
受
け
る
人
が

い
な
い
場
合
に
特
別
弔
慰
金
が
支

給
さ
れ
ま
す
。
請
求
が
ま
だ
の
人

は
手
続
を
し
て
く
だ
さ
い
。

対
象　
次
の
順
番
に
よ
る
先
順
位

の
遺
族
１
人

⑴　

平
成
27
年
４
月
１
日
ま
で
に

戦
傷
病
者
戦
没
者
遺
族
等
援
護

法
に
よ
る
弔
慰
金
の
受
給
権
を

取
得
し
た
人

⑵　

戦
没
者
な
ど
の
子

⑶　

戦
没
者
な
ど
の
①
父
母
・
②

孫
・
③
祖
父
母
・
④
兄
弟
姉
妹

※　

戦
没
者
な
ど
の
死
亡
当
時
、

生
計
関
係
を
有
し
て
い
る
こ
と

な
ど
の
要
件
に
よ
り
、
順
番
が

入
れ
替
わ
り
ま
す
。

⑷　

⑴
か
ら
⑶
以
外
の
戦
没
者
な

ど
の
３
親
等
内
の
親
族
（
甥
・

姪
な
ど
）

※　

戦
没
者
な
ど
の
死
亡
時
ま

で
、
引
き
続
き
１
年
以
上
の
生

計
関
係
を
有
し
て
い
た
人
に
限

り
ま
す
。

支
給
内
容　
額
面
25
万
円
・
５
年

償
還
の
記
名
国
債

請
求
期
間　

平
成
30
年
４
月
２
日
ま
で

請
求
に
必
要
な
も
の　
印
鑑
・
戸

籍
抄
本
な
ど
必
要
書
類
の
手
数

料
・
運
転
免
許
証
な
ど
本
人
確

認
が
で
き
る
も
の
・
個
人
番
号

が
確
認
で
き
る
も
の

請
求
・
問
い
合
わ
せ
先

・
本
庁
地
域
福
祉
課
地
域
福
祉
係

（
☎
�
９
３
０
０
）

・
各
支
所
市
民
福
祉
課

乳がん検診（要予約）
対象　４0歳以上の女性で、和暦で奇数年生まれの人及び
クーポン券が送付された人

【医療機関で受診する場合】
申込先　浜田医療センター内　健診センター
　　　　（☎�７７００）
申込受付時間　1４:00～16:00

実施期間
平成30年２月28日㈬まで
毎週火・水・金曜日
検診当日受付時間　1４:30～15:00
検査時間　15:00～17:00

実施場所 浜田医療センター内　健診センター

【検診車で受診する場合】
申込先　島根県環境保健公社（☎�７４４２）

実施日 受付時間 会　場
浜
田

８月27日㈰
（休日検診）

 9:00～11:30 市役所本庁第２東分庁舎13:00～15:00
※　次の人は、乳がん検診（マンモグラフィー検査）を
受けられません。

・ペースメーカー装着者・妊娠中の人
・授乳中の人・豊胸手術実施者
・ＶＰシャント術後（水頭症のための脳室シャント）
胃がん検診（予約不要）　対象　４0歳以上
申込先　島根県環境保険公社（☎�７４４２）

実施日 受付時間 会　場
金
城 ８月30日㈬ 8:00～ 8:30 みどりかいかん

9:30～10:30 小笹集会所

旭 ８月23日㈬ 8:30～11:00 都川高齢者活動促進セン
ター13:00～1４:30

※　胃がん検診は空腹状態でないと受診できません。受
診６時間前には必ず食事を済ませてください。午後か
らの受付については、検診当日の軽い朝食は結構です。

避けたほうが良い食品　肉類・貝類・天ぷら・ラーメン・
ねり製品・こんにゃく・海藻類・きのこなど

　浜田市に住民票がある人は、市が実施する各種が
ん検診を、無料で受診することができます。がん検
診受診の際は、本人確認ができるもの（健康保険証・
運転免許証など）をご持参ください。
※　年度内に同じ検診を複数回受診される場合は、
２回目以降全額負担となります。

問い合わせ先
本庁地域医療対策課保健予防係（☎�９３１１）

対象　65歳以上（浜田市に住民票のある人）
料金　無料
結核レントゲン検診撮影票（受診票）
・検診会場及び市役所本庁１階地域医療対策

課⑩番窓口・各支所市民福祉課・各公民館
にあります。

・「広報はまだ」４月号に併せて配布した「平
成29年度各種健（検）診日程表」に掲載して
います。

※　ネックレスなどは外し、すぐに撮影できるよう
な服装で受診してください。

※　９月以降の結核検診は、「平成29年度各種健（検）
診日程表」をご覧ください。

※　同じ年度内に肺がん検診を受けている人は、結
核レントゲン検診を受けられません。

問い合わせ先
・本庁地域医療対策課保健予防係（☎�９３１１）
・各支所市民福祉課

【　弥　栄　】
日 時間 会場 日 時間 会場 日 時間 会場

７
日
㈪

9:00～ 9:30 弥栄老人福祉センター

７
日
㈪

13:30～13:４0 交流センターかどた

８
日
㈫

10:00～10:10 横谷集会所
9:４0～ 9:50 大斉集会所 13:50～1４:00 高内精米所 10:25～10:35 弥栄会館
10:00～10:10 野坂旧消防車庫前 1４:10～1４:20 西河内集会所 10:50～11:00 西の郷ライスセンター
10:20～10:30 野坂集会所 1４:30～1４:４0 小坂集会所 11:30～11:４0 弥栄老人福祉センター
10:４0～10:50 六歩谷集会所 15:00～15:10 山賀集会所 13:20～13:30 小熊集会所
11:00～11:10 栃木集会所 15:20～15:30 畑集会所 13:４0～13:50 谷集会所
11:20～11:30 稲代集会所 ８

日
㈫

9:00～ 9:10 大坪集会所 1４:05～1４:15 熊の山集会所
11:４0～11:50 弥栄会館 9:20～ 9:30 程原下集会所 1４:30～1４:50 上田野原集会所
13:10～13:20 日高集会所 9:４0～ 9:50 小角集会所

　各種がん検診の日程は、「平成29年度各種健（検）
診日程表」をご覧ください。

子宮頸がん検診
　子宮頸がん検診受診の際に、ＨＰＶ（ヒトパピローマ
ウイルス）検査を無料で受けることができます。
【医療機関で受診する場合】
医療機関によっては、予約が必要となります。
対象　20歳～４9歳の女性

実施期間 平成30年２月28日㈬まで

実施場所

江木医院（☎�１１８１）（予約不要）
浜田医療センター内健診センター
（☎�７７００）（要予約）
予約受付時間　1４:00～16:00
実施日　毎週月～金曜日
当日受付　 9:00～ 9:30
検査時間　10:00～

【検診車で受診する場合】（予約不要）
対象　20歳以上の女性

実施日 受付時間 会　場

浜
田

８月27日㈰
（休日検診）

9:30～11:30 市役所本庁第２東分庁舎13:00～1４:30

８月28日㈪

9:00～10:00 石見公民館
10:30～11:30 子育て支援センター（託児あり）
13:30～13:４5 国府自治会館
1４:15～1４:30 久代公民館

※　子育て支援センターで託児が必要な人は、本庁地
域医療対策課（☎�９３１１）に申し込んでくださ
い。

在
宅
児
フ
ッ
素
塗
布
を
実

施
し
ま
す

健
康
・
福
祉

特
別
児
童
扶
養
手
当
及
び

特
別
障
害
者
手
当
な
ど
の

受
給
者
の
皆
さ
ん
へ

障
が
い
者
雇
用
優
良
事
業
所

を
表
彰
し
ま
す

戦
没
者
な
ど
の
遺
族
の
皆
さ
ん
へ

第
10
回
特
別
弔
慰
金
の
請
求

は
お
済
み
で
す
か

８月各種がん検診の日程

８月結核レントゲン検診の日程
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心
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療
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祉

子

育

て

国際交流員コラム

　皆さんはアオザイという言葉を聞いたことが
ありますか？
　アオザイは、ベトナムの伝統的な民族衣装で
す。長ズボンと組み合わせ、両脇にはウエスト
からのスリットがあります。裾が風に吹かれ揺
らめく姿は、女性のエレガントさや優しさを強
調します。シンプルでスラットしたデザインで
すが、体のラインがはっきりして、女性の魅力
を引き出します。日本の着物が首の後ろで少し
肌を見せるのと比べて、アオザイは首から足の
先まで体を覆いますが、脇腹をチラッと横から
見せます。アオザイを着る女性は美しく羽ばた
く翼や、流れる雲が町を漂う様子に例えられま
す。
　伝統的なスタイルは襟が高く、長い袖に長い
裾で、手首まわりがタイトです。襟の高さや形、
上着の裾の長さ、ズボンの幅や裾のデザインな
どの違いで様々な種類のアオザイがあり、赤・
青・黄色など鮮やかな色が人気です。年齢を問
わず好まれ、よく着用されます。結婚式の式典、
パーティーなどの特別なイベントの際はもちろ
ん、職場や学校で女性用の制服としても着用さ

れています。また、女子高生は白いアオザイを
着て純粋さを醸し出します。お正月には青空や
花の美しさと競うような美しさを見せるアオザ
イ姿の女性をよく見かけます。
　「僕の目に映った君」というベトナムの歌で
は「メイクなし、ジーンズでもないハイヒール
でもない、アオザイを選んで着た君は一輪の香

かぐわ

しい花のようで、鮮やかな花束よりずっと美し
くて、やさしい」とアオザイの魅惑的な美しさ
を歌っています。別の有名な歌詞では「ロンド
ンやパリなどいくら遠く故郷から離れたところ
でも、アオザイの姿を見かけると、そこに故郷
の雰囲気を感じる」とあります。母国を離れて
活躍する女性がその地域でアオザイを着ること
で、ベトナムの美しさを伝える誇りを感じます。
　アオザイは単なる民族衣装ではなく、国の文
化を代表する愛国のシンボルであると言えます。

女性の魅力が伝わるアオザイ

ニュン グェン ティー ゴク

　

浜
田
市
国
民
健
康
保
険
に
加

入
し
て
い
る
70
歳
か
ら
7４
歳
の
人

に
、
新
し
い
「
高
齢
受
給
者
証
」

を
７
月
中
旬
に
郵
送
し
て
い
ま
す
。

８
月
以
降
は
新
し
い
「
高
齢
受
給

者
証
」
を
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

高
齢
受
給
者
証
と
は
？

　

70
歳
の
誕
生
日
の
翌
月
（
誕
生

日
が
１
日
の
人
は
そ
の
月
）
か

ら
、
病
院
に
か
か
る
と
き
の
自
己

負
担
割
合
が
所
得
に
応
じ
て
【
２

割
】
又
は
【
３
割
】
と
な
り
ま
す
。

こ
れ
を
証
明
す
る
も
の
が
「
高
齢

受
給
者
証
」
で
す
。
病
院
な
ど
の

窓
口
で
保
険
証
と
と
も
に
提
示
し

て
く
だ
さ
い
。

※　

誕
生
日
が
昭
和
17
年
８
月
２

日
か
ら
昭
和
19
年
４
月
１
日
ま

で
の
人
は
、
所
得
の
状
況
に
よ

り
特
例
措
置
で 

【
１
割
】
と
な

り
ま
す
。

有
効
期
限
は
１
年
間
で
す

　

今
回
送
付
し
た
「
高
齢
受
給
者

証
」
は
、
８
月
１
日
か
ら
平
成
30

年
７
月
31
日
ま
で
の
１
年
間
を
有

効
期
限
と
し
て
い
ま
す
。

※　

期
間
内
に
75
歳
に
な
る
人

は
、誕
生
日
の
前
日
ま
で
で
す
。

そ
の
後
は
、
後
期
高
齢
者
医
療

制
度
で
医
療
を
受
け
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

・
本
庁
医
療
保
険
課
国
保
係

（
☎
�
９
４
１
０
）

・
各
支
所
市
民
福
祉
課

更
新
の
必
要
な
人

福
祉
医
療
受
給
対
象
者
で
、
有

効
期
限
が
平
成
29
年
９
月
30
日

ま
で
と
な
っ
て
い
る
人

※　

現
在
受
給
中
の
人
に
は
、
８

月
上
旬
に
更
新
手
続
の
案
内
を

送
付
し
ま
す
。

提
出
期
限　
８
月
25
日
㈮

※　

事
務
処
理
の
都
合
上
期
限
を

定
め
ま
す
が
、
期
限
が
過
ぎ
て

も
申
請
は
で
き
ま
す
。

※　

所
得
要
件
に
よ
り
、「
福
祉

医
療
受
給
非
該
当
」
と
な
る
場

合
も
あ
り
ま
す
。

更
新
に
必
要
な
も
の

①
福
祉
医
療
費
医
療
証（
資
格
証
）

更
新
申
請
書
（
対
象
者
へ
送
付

し
ま
す
） 

②
対
象
者
本
人
及
び
同
一
世
帯
全

て
の
人
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
（
個

人
番
号
）
が
わ
か
る
も
の

③
印
鑑
（
ゴ
ム
印
不
可
） 

④
健
康
保
険
証
（
対
象
者
の
名
前

が
記
載
し
て
あ
る
も
の
） 

⑤
福
祉
医
療
証
又
は
資
格
証
（
有

効
期
限
が
平
成
29
年
９
月
30
日

ま
で
の
も
の
） 

⑥
対
象
者
の
該
当
事
由
に
よ
り
提

示
し
て
も
ら
う
必
要
が
あ
る
も

の
（
次
の
と
お
り
） 

重
度
心
身
障
が
い
者

・
療
育
手
帳
、身
体
障
害
者
手
帳
、

精
神
障
害
者
健
康
福
祉
手
帳

・
非
課
税
公
的
年
金（
障
害
年
金
、

遺
族
年
金
な
ど
）の
受
給
者
は
、

平
成
28
年
１
月
１
日
か
ら
12
月

31
日
ま
で
の
支
給
金
額
の
分
か

る
も
の（
支
払
い
通
知
書
・
額
改

定
通
知
書
・
振
込
金
額
の
分
か

る
通
帳
の
コ
ピ
ー
な
ど
）

ひ
と
り
親
家
庭

・
高
等
学
校
な
ど
（
定
時
制
・
通

信
制
高
校
を
含
む
）
に
在
学
し

て
い
る
児
童
の
う
ち
、
今
年
度

18
歳
到
達
（
又
は
、
18
歳
以
上

20
歳
未
満
）
の
学
生
は
、
対
象

児
童
の
学
生
証
又
は
、
在
学
証

明
書
（
平
成
29
年
４
月
１
日
以

降
も
学
生
で
あ
る
こ
と
が
分
か

る
も
の
）

※　

平
成
29
年
４
月
以
降
に
、
市

役
所
か
ら
の
通
知
に
よ
り
、
学

生
証
又
は
、
在
学
証
明
書
を
提

出
さ
れ
て
い
る
人
は
必
要
あ
り

ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ
先　

本
庁
医
療
保
険
課
医
療
年
金
係

（
☎
�
９
４
１
１
）

高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
と
は
…

　

介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
場

合
の
利
用
者
負
担
に
は
月
々
の
上

限
額
が
設
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
１

か
月
に
支
払
っ
た
利
用
者
負
担

の
合
計
が
上
限
額
を
超
え
た
と
き

は
、
超
え
た
分
が
払
い
戻
さ
れ
る

制
度
で
す
。

改
正
点　
世
帯
の
中
に
市
民
税
を

課
税
さ
れ
て
い
る
人
が
い
れ

ば
、
利
用
者
負
担
の
上
限
額
が

３
７
、
２
０
０
円
（
月
額
）
か

ら
４
４
、
４
０
０
円
（
月
額
）

に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
。

※　

た
だ
し
、
同
じ
世
帯
の
全
て

の
65
歳
以
上
の
人
の
利
用
者
負

担
割
合
が
１
割
の
世
帯
は
、
上

限
額
が
年
間
４
４
６
、
４
０
０

円
（
３
７
、
２
０
０
円
×
12
か

月
）
と
な
り
ま
す
。（
３
年
間

の
時
限
措
置
）

問
い
合
わ
せ
先

浜
田
地
区
広
域
行
政
組
合
介
護

保
険
課
（
☎
�
１
５
２
０
）

　

要
支
援
・
要
介
護
認
定
を
受
け

た
人
、
総
合
事
業
対
象
者
の
全
員

に
送
付
し
て
い
ま
す
。「
介
護
保

険
負
担
割
合
証
」
は
「
介
護
保
険

被
保
険
者
証
」
と
一
緒
に
保
管
し

て
く
だ
さ
い
。

　

負
担
割
合
（
１
割
又
は
２
割
）

は
、
前
年
の
所
得
に
よ
り
決
定

し
、
毎
年
７
月
に
交
付
し
ま
す
。

負担割合の判定基準
対象者 負担

割合

第
１
号
被
保
険
者

本人の合計所得
が160万円以上
の人

下記以外の人 ２割
負担

本人も含め同一世帯
の第１号被保険者の
「年金収入+そのほ
かの合計所得金額」
が右記の額

単身は
280万円未満

１割
負担２人以上は

3４6万円未満

本人の合計所得金額が160万円未満の人

　

適
用
期
間
は
８
月
１
日
か
ら
平

成
30
年
７
月
31
日
ま
で
の
１
年
間

で
す
。
な
お
、
65
歳
未
満
の
第
２

　

７
月
ま
で
普
通
徴
収
（
納
付
書

及
び
口
座
振
替
）
で
介
護
保
険
料

を
納
め
て
い
た
人
の
う
ち
、
今
年

２
月
１
日
現
在
で
年
金
受
給
権
が

発
生
し
た
人
に
つ
い
て
は
、
８
月

に
支
給
さ
れ
る
年
金
か
ら
納
付
方

法
が
特
別
徴
収
（
年
金
か
ら
の
天

引
き
）
に
変
更
と
な
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、
年
金
を
担
保
に
借
入

れ
を
さ
れ
て
い
る
人
や
、
現
況
届

の
出
し
遅
れ
が
あ
っ
た
人
は
、
特

別
徴
収
に
な
ら
な
い
場
合
が
あ
り

ま
す
。
こ
の
場
合
は
、
引
き
続
き

納
付
書
や
口
座
振
替
で
の
納
付
を

お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
口
座
振
替
で
介
護
保
険

料
を
納
付
し
て
い
た
人
が
特
別
徴

収
に
な
っ
た
場
合
に
は
、
口
座
振

替
は
自
動
的
に
止
ま
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

浜
田
地
区
広
域
行
政
組
合
介
護

保
険
課　
（
☎
�
１
５
２
０
）

号
被
保
険
者
は
、
１
割
負
担
に
な

り
ま
す
。　

問
い
合
わ
せ
先

浜
田
地
区
広
域
行
政
組
合
介
護

保
険
課
（
☎
�
１
５
２
０
）

対象 ７月までの負担の上限（月額） ８月からの負担の上限（月額）
現役並み所得者に相当する人
がいる世帯の人 ４４,４00円（世帯） ４４,４00円（世帯）

世帯の誰かが市民税を課税
されている人 37,200円（世帯） ４４,４00円（世帯）

（条件により時限措置あり）
世帯全員が市民税非課税 2４,600円（世帯） 2４,600円（世帯）

前年の合計所得金額と公的年金の
収入額が年間80万円以下の人など

2４,600円（世帯）
15,000円（個人）

2４,600円（世帯）
15,000円（個人）

生活保護を受給している人など 15,000円（世帯） 15,000円（世帯）
※　（世帯）とは、住民基本台帳上の世帯員で、介護サービスを利用した全員の負担の合計の上
限額を指し、（個人）とは、介護サービスを利用した本人の負担の上限額を指します。

８
月
１
日
か
ら
新
し
い

国
民
健
康
保
険
高
齢
受
給
者

証
を
使
用
し
て
く
だ
さ
い

保
険
・
医
療
・
年
金

福
祉
医
療
費
医
療
証
（
資
格

証
）
更
新
の
お
知
ら
せ
で
す

８
月
か
ら

高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
の

上
限
額
が
変
わ
り
ま
す

介
護
保
険
負
担
割
合
証
を

交
付
し
ま
し
た

８
月
か
ら
介
護
保
険
料
の

納
付
方
法
が
変
更
に
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
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浜
田
市
野
球
場
を
主
会
場
に
、
９

月
３
日
㈰
か
ら
10
月
９
日
㈷
ま
で
行

い
ま
す
。

対
象　
市
内
に
住
所
を
有
す
る
職
域

チ
ー
ム
又
は
代
表
者
が
浜
田
市
民

の
同
好
会
チ
ー
ム
（
学
生
は
中
学

校
３
年
生
以
上
で
、
プ
レ
イ
ヤ
ー

は
３
人
ま
で
）

料　
１
５
、
０
０
０
円

申
込
期
間　
８
月
28
日
㈪
ま
で
（
日

曜
日
を
除
く
）

申　
浜
田
製
菓
㈲
（
朝
日
町
）

中
村
利
男
さ
ん（
☎
�
０
９
２
３
）

問　
浜
田
市
野
球
連
盟
事
務
局

芦
谷
英
夫
さ
ん
（
☎
０
９
０
‐
４

６
９
８
‐
２
６
５
１
）

健
康
づ
く
り
と
福
祉
に
対
す
る
理

解
向
上
の
た
め
開
催
す
る
「
浜
田
市

健
康
福
祉
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
の
ス

テ
ー
ジ
で
、
演
技
な
ど
を
披
露
し
て

も
ら
え
る
団
体
を
募
集
し
ま
す
。

対
象　
次
の
要
件
を
全
て
満
た
す
こ

と
が
必
要
で
す
。

⑴　

市
内
に
居
住
す
る
人
を
中
心
に

構
成
さ
れ
た
団
体
で
あ
る
こ
と

⑵　

健
康
づ
く
り
や
福
祉
活
動
を
理

解
す
る
団
体
で
あ
る
こ
と

⑶　

演
技
内
容
は
、
来
場
者
が
楽
し

め
る
も
の
で
あ
る
こ
と

⑷　

政
治
・
宗
教
・
営
利
な
ど
を
目
的

と
し
て
い
な
い
団
体
で
あ
る
こ
と

日　
10
月
22
日
㈰　

午
前
９
時
30
分
～

場　
海
の
み
え
る
文
化
公
園
野
外
ス

テ
ー
ジ

定　
12
団
体
（
予
定
）

※　

予
定
数
を
超
え
る
応
募
が
あ
っ

た
場
合
は
、
選
定
委
員
会
で
協
議

の
上
、参
加
団
体
を
決
定
し
ま
す
。

演
技
時
間　
20
分
程
度
（
入
退
場
時

間
を
含
む
）

応
募
締
切
日　
８
月
31
日
㈭
必
着

応
募
方
法　
ス
テ
ー
ジ
参
加
申
込
書

に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
応
募

し
て
く
だ
さ
い
。

※　

申
込
書
は
、
市
役
所
本
庁
地
域

福
祉
課
に
あ
り
ま
す
。
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で

き
ま
す
。

※　

応
募
の
際
に
は
、
ス
テ
ー
ジ
内

容
が
分
か
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ

い
。

応
・
問　
本
庁
地
域
福
祉
課
内　

浜

田
市
健
康
福
祉
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

実
行
委
員
会
事
務
局

（
☎
�
９
３
０
０
）

三
隅
霊
園
の
墓
所
使
用
者
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

所
在
地　
三
隅
町
西
河
内
１
９
５
４

（
三
隅
火
葬
場
隣)

面
積　
４
㎡

永
代
使
用
料　
１
区
画
４6
万
円

年
間
管
理
料　
年
５
、
０
０
０
円

※　

５
年
間
分
前
納
が
必
要
で
す
。

応
募
資
格　
市
内
に
住
所
を
有
す
る

人（
１
世
帯
に
つ
き
１
区
画
の
み
）

※　

墓
碑
建
立
の
期
限
は
あ
り
ま
せ

ん
。

申
・
問

・
本
庁
環
境
課
施
設
管
理
係

（
☎
�
９
４
３
０
）

・
三
隅
支
所
市
民
福
祉
課

（
☎
�
２
８
０
７
）

統
計
知
識
の
普
及
と
統
計
の
表
現

技
術
の
研
さ
ん
に
役
立
て
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
行
い
ま
す
。

特
選
・
入
選
作
品
は
「
第
65
回
統

計
グ
ラ
フ
全
国
コ
ン
ク
ー
ル
」
に
出

品
し
ま
す
。

対
象　
県
内
に
居
住
す
る
人

第
１
部　
小
学
校
１
・
２
年
の
児
童

第
２
部　
小
学
校
３
・
４
年
の
児
童

第
３
部　
小
学
校
５
・
６
年
の
児
童

第
４
部　
中
学
校
の
生
徒

　

魚
食
に
対
す
る
理
解
を
深
め
て
も

ら
う
と
と
も
に
、「
山
陰
浜
田
港
」

の
水
産
物
を
活
用
し
た
新
商
品
グ
ル

⑶　

料
理
数
は
１
品
目
の
み
と
し
、

販
売
価
格
が
５
０
０
円
以
内
の
も

の
（
飲
料
類
の
販
売
は
で
き
ま
せ

ん
）

⑷　

料
理
の
レ
シ
ピ
な
ど
を
公
開
で

き
る
も
の
（
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
へ
の

記
載
や
料
理
店
へ
の
紹
介
な
ど
）

※　

料
理
の
購
入
者
に
よ
る
投
票
に

よ
り
、
グ
ラ
ン
プ
リ
、
準
グ
ラ
ン

プ
リ
を
決
定
し
ま
す
。

申
込
締
切
日　
９
月
29
日
㈮

申
込
方
法　
出
店
要
綱
を
送
付
し
ま

す
の
で
、電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
又
は
メ
ー

ル
で
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

申
・
問　
市
役
所
本
庁
水
産
振
興
課

内　

Ｓ
ｅ
ａ
‐
１
グ
ル
メ
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
実
行
委
員
会
事
務
局

（
☎
�
９
５
２
０
・
▢ＦＡＸ
�
３
７
０

１
）

Em
ail:suisan@

city.ham
ada.lg.jp

メ
の
開
発
を
促
進
す
る
な
ど
、
水
産

業
の
活
性
化
を
目
的
と
し
て
Ｓ
ｅ
ａ

‐
１
グ
ル
メ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０

１
７
を
開
催
し
ま
す
。
こ
の
イ
ベ
ン

ト
で
、
水
産
物
を
使
っ
た
料
理
を
提

供
し
、
イ
ベ
ン
ト
を
盛
り
上
げ
る
企

業
・
団
体
を
募
集
し
ま
す
。

日　
11
月
上
旬

※　

Ｂ
Ｂ
大
鍋
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２

０
１
７
と
同
日
開
催
し
ま
す
。

定　
７
店
（
予
定
）

※　

応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
を
行

い
ま
す
。

場　
浜
田
漁
港
周
辺
特
設
会
場

料　
無
料

※　

１
区
画
あ
た
り
テ
ン
ト
１
張
・

机
２
卓
・
イ
ス
３
脚
を
付
属
し
ま

す
。

※　

追
加
備
品
が
必
要
な
場
合
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※　

プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
は
出
店
者
で
用

意
し
て
く
だ
さ
い
。

※　

ガ
ス
・
発
電
機
な
ど
を
使
用
す

る
場
合
は
、
消
火
器
の
設
置
が
必

要
で
す
。
出
店
者
で
用
意
し
て
く

だ
さ
い
。

出
店
条
件　
料
理
は
、
次
の
条
件
を

全
て
満
た
す
こ
と
が
必
要
で
す
。

⑴　
「
山
陰
浜
田
港
」
水
産
物
（
浜

田
漁
港
で
水
揚
げ
さ
れ
た
水
産

物
）
を
使
っ
て
作
ら
れ
る
も
の

⑵　

浜
田
市
の
名
物
と
し
て
提
案
で

き
る
も
の
（
出
汁
・
調
味
料
の
み

に
水
産
物
を
利
用
し
て
い
る
も
の

は
出
店
で
き
ま
せ
ん
）

第
５
部　
高
等
学
校
以
上
の
生
徒
・

学
生
及
び
一
般

パ
ソ
コ
ン
統
計
グ
ラ
フ
の
部　

小
学
生
以
上

課
題　
自
由
（
小
学
校
４
年
生
以
下

に
つ
い
て
は
、
児
童
が
観
察
又
は

調
査
し
た
結
果
を
グ
ラ
フ
に
し
た

も
の
）

規
格　
Ｂ
２
判
用
紙

募
集
期
間　
９
月
８
日
㈮
ま
で

入
賞
作
品
の
発
表　
９
月
下
旬

申
・
問　
島
根
県
統
計
協
会

（
☎
０
８
５
２
�
５
０
７
８
）

　

次
の
公
営
住
宅
の
入
居
者
を
随
時

募
集
し
ま
す
。

※　

募
集
す
る
住
宅
は
、
変
更
と
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※　

緑
ヶ
丘
住
宅
・
黒
川
住
宅
・
長

浜
西
住
宅
に
つ
い
て
は
、
空
き
が

出
た
場
合
は
公
募
し
ま
す
。

市
営
住
宅

募
集
住
宅　

【
旭
】
ニ
ュ
ー
市
木
・
あ
さ
ひ
イ
ン

タ
ー
ハ
イ
ツ

【
三
隅
】
若
者
住
宅

問　
旭
・
弥
栄

　

㈲
中
田
工
務
店（
☎
�
１
２
０
３
）

三
隅　
㈱
コ
ム
サ（
☎
�
２
９
９
９
）

市
営
住
宅
・
県
営
住
宅

募
集
住
宅　
上
府
住
宅
・
日
脚
住
宅
・

旭
イ
ン
タ
ー
団
地
な
ど

問　
島
根
県
住
宅
供
給
公
社

（
☎
�
０
５
３
５
）

浜
田
市
雇
用
促
進
住
宅

募
集
住
宅　
小
福
井
・
内
田
・
国
府
・

金
城

問　
浜
田
土
建
㈱（
☎
�
１
４
１
７
）

※　

各
募
集
内
容
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

※　

申
込
方
法
な
ど
、
詳
細
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

募集部門・出品料
写真の部 題材自由（デジタル可、ただし編集・加工した

ものは不可）
１人３点以内
１点1,500円（中・高校生500円）

書の部 第１部　前衛書
第２部　漢字・かな・近代詩文など

１人１点限り（部門ごとに）
１点1,500円（中・高校生500円）

絵画の部
油絵・日本画・水彩画・版画・素描・デザイン
第１部　高校生・大学生・一般
第２部　中学生

１人１点限り
１点1,500円（中・高校生500円）

現代美術の部 表現・材料・展示など、既存の部門の枠を超え
た作品（今年度の募集は終了しました）

１人１点限り
１点1,500円（中・高校生500円）

自由作品の部 工芸・ちぎり絵・水墨画・彫刻・陶芸など １人１点限り
１点1,000円（中・高校生300円）

対
象　
中
学
生
以
上
の
石
見
地
方
在

住
者
及
び
出
身
者

応
募

部
門
・
出
品
料
な
ど　

下
記
の
表
の
と
お
り
で
す
。

応
募
先
・
期
間

○
市
役
所
本
庁
文
化
振
興
課

９
月
11
日
㈪
～
22
日
㈮　

午
前
８

時
30
分
～
午
後
６
時
30
分

○
金
城
・
旭
・
弥
栄
支
所
教
育
委
員

会
分
室

９
月
11
日
㈪
～
15
日
㈮　

午
前
８

時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

○
石
正
美
術
館

９
月
12
日
㈫
～
15
日
㈮　

午
前
９

時
～
午
後
４
時
30
分

○
世
界
こ
ど
も
美
術
館

９
月
23
日
㈷
・
2４
日
㈰　

午
前
９

時
30
分
～
午
後
４
時
30
分

応
募
方
法　
出
品
票
に
必
要
事
項
を

記
入
の
上
、
出
品
料
を
添
え
て
応

募
し
て
く
だ
さ
い
。

※　

出
品
票
は
、
本
庁
文
化
振
興

課
、
金
城
・
旭
・
弥
栄
支
所
教
育

委
員
会
分
室
、
世
界
こ
ど
も
美
術

館
、石
正
美
術
館
、石
央
文
化
ホ
ー

ル
、
い
わ
み
ー
る
、
ラ
・
ペ
ア
ー

レ
浜
田
、
サ
ン
マ
リ
ン
浜
田
、
浜

田
郷
土
資
料
館
、
各
公
民
館
に
あ

り
ま
す
。

作
品
の
搬
入
場
所

○
金
城
・
旭
・
弥
栄
支
所
教
育
委
員

会
分
室

○
石
正
美
術
館

○
世
界
こ
ど
も
美
術
館

※　

未
発
表
の
自
己
作
品
で
、
作
品

の
裏
な
ど
に
展
示
用
吊
り
紐
を
つ

け
て
く
だ
さ
い
。

※　

ガ
ラ
ス
入
り
額
装
は
受
付
で
き

ま
せ
ん
。

※　

規
定
サ
イ
ズ
以
外
の
作
品
は
出

品
で
き
ま
せ
ん
。

展
示

期
間　
９
月
30
日
㈯
～
10
月
９
日
㈷

午
前
９
時
30
分
～
午
後
５
時

場　
世
界
こ
ど
も
美
術
館

審
査　
出
品
さ
れ
た
作
品
は
審
査
の

上
、
特
に
優
れ
た
作
品
に
特
別
賞

各
賞
を
授
与
し
ま
す
（
自
由
作

品
・
現
代
美
術
の
部
を
除
く
）。

表
彰

日　
10
月
７
日
㈯　

午
後
１
時
30
分

～
３
時
30
分

受
付　
午
後
１
時

場　
世
界
こ
ど
も
美
術
館
４
階
第
４

展
示
室

搬
出

日　
10
月
９
日
㈷

　

午
後
３
時
～
６
時

場　
世
界
こ
ど
も
美
術
館

問　
本
庁
文
化
振
興
課
芸
術
文
化
振

興
係
（
☎
�
９
７
３
０
）

サ
ン
マ
リ
ン
浜
田
で
は
、
体
育
館

を
ス
ポ
ー
ツ
活
動
で
利
用
す
る
団

体
・
個
人
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

利
用
可
能
日　
水
・
木
・
土
曜
日

午
後
５
時
～
10
時

※　

サ
ッ
カ
ー
・
フ
ッ
ト
サ
ル
な
ど

ボ
ー
ル
を
蹴
る
ス
ポ
ー
ツ
は
利
用

で
き
ま
せ
ん
。

申
・
問　
サ
ン
マ
リ
ン
浜
田

（
☎
�
０
０
８
２
）

日 =日時　場 =場所　定 ＝定員　料 ＝料金　申 ＝申込先　応 ＝応募先　問 ＝問い合わせ先

浜
田
市
長
旗
争
奪

　
野
球
大
会
参
加
チ
ー
ム

健
康
福
祉
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

ふ
れ
あ
い
ス
テ
ー
ジ
出
演
団
体

三
隅
霊
園
墓
所
使
用
者
募
集

島
根
県
統
計
グ
ラ
フ
コ
ン

ク
ー
ル
作
品
募
集

Ｓ
ｅ
ａ
‐
１
グ
ル
メ
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
２
０
１
７　
出
店
者

募

集

公
営
住
宅
の
入
居
者
募
集

浜
田
市
美
術
展

一
般
公
募
展
作
品
募
集

サ
ン
マ
リ
ン
浜
田

体
育
館
利
用
者
募
集
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危
険
物
取
扱
者
試
験

試
験
日　
11
月
５
日
㈰

受
付
期
間

・
書
面
申
請

　

８
月
29
日
㈫
～
９
月
12
日
㈫

・
電
子
申
請

　

８
月
26
日
㈯
～
９
月
９
日
㈯

試
験
地　
浜
田
・
出
雲
・
隠
岐

試
験
種
類　
甲
種
・
乙
種
第
１
類
～

第
６
類
・
丙
種

料　
甲
種　

５
、
０
０
０
円

乙
種　

３
、
４
０
０
円

丙
種　

２
、
７
０
０
円

※　

申
請
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は
試

験
案
内
に
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

試
験
案
内
・
受
験
願
書
は
、
消
防

本
部
及
び
各
出
張
所
に
あ
り
ま
す
。

問　
消
防
本
部
予
防
課
危
険
物
係

（
☎
�
１
１
６
７
）

危
険
物
取
扱
者
保
安
講
習

対
象

⑴　

危
険
物
の
取
扱
作
業
に
新
た
に

従
事
す
る
こ
と
に
な
っ
た
日
か
ら

１
年
以
内
の
人
。
た
だ
し
、
過
去

２
年
以
内
に
免
状
の
交
付
又
は
講

習
を
受
け
て
い
る
場
合
に
は
、
免

状
交
付
日
又
は
受
講
日
以
後
に
お

け
る
最
初
の
４
月
１
日
か
ら
３
年

以
内
の
人
。

⑵　

前
回
の
講
習
を
受
け
た
後
、
引

き
続
い
て
危
険
物
の
取
扱
作
業
に

従
事
し
て
い
る
人
で
、
前
回
講
習

日
以
後
に
お
け
る
最
初
の
４
月
１

日
か
ら
３
年
以
内
の
人
。

日
・
場

①
９
月
1４
日
㈭

　

ジ
ャ
ス
ト
ホ
ー
ル
（
益
田
市
）

②
９
月
15
日
㈮

　

い
わ
み
ー
る

③
10
月
18
日
㈬　

　

あ
す
て
ら
す
（
大
田
市
）

料　
４
、
７
０
０
円

申
込
締
切
日　
各
講
習
実
施
日
の
10

日
前
（
土
・
日
・
祝
日
の
場
合
は

翌
営
業
日
）

申
込
方
法　
受
講
申
請
書
に
必
要
事

項
を
記
入
の
上
、
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

※　

受
講
申
請
書
は
、
消
防
本
部
及

び
各
出
張
所
に
あ
り
ま
す
。

申　
島
根
県
危
険
物
保
安
協
会
連
合

会
【
〒
６
９
０
‐
０
８
８
８　

松

江
市
北
堀
町
15　

島
根
県
北
堀
町

団
体
ビ
ル
２
階
】

問　
消
防
本
部
予
防
課
危
険
物
係

（
☎
�
１
１
６
７
）

受
講
申
請
書　
島
根
県
消
防
設
備
協

会
・
消
防
本
部
・
各
消
防
署
及
び

出
張
所
な
ど
で
配
布
し
て
い
ま
す
。

申
・
問　
島
根
県
消
防
設
備
協
会

（
☎
０
８
５
２
�
７
３
０
５
）

約
１
か
月
半
で
介
護
の
基
礎
資
格

で
あ
る
介
護
職
員
初
任
者
研
修
を
修

了
で
き
ま
す
。

対
象　
原
則
と
し
て
県
内
在
住
で
、

こ
れ
か
ら
県
内
の
福
祉
・
介
護
の

分
野
で
働
き
た
い
と
考
え
て
い

て
、
介
護
分
野
の
資
格
を
持
っ
て

い
な
い
人

日　
９
月
１
日
㈮
～
10
月
20
日
㈮

平
日
午
前
９
時
～
午
後
５
時
30
分

場　
い
わ
み
ー
る

定　
20
人

※　

申
込
者
多
数
の
場
合
は
選
考
と

し
ま
す
。

受
講
料　
無
料

テ
キ
ス
ト
代　
６
、
０
６
９
円

申
込
締
切
日　
８
月
17
日
㈭

※　

申
込
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
・
問　
島
根
県
福
祉
人
材
セ
ン
タ

ー
石
見
分
室
（
☎
�
９
３
４
０
）

　

島
根
県
で
は
、
韓
国
に
関
す
る
知

識
や
理
解
の
促
進
を
目
的
と
し
て
、

全
４
回
の
理
解
講
座
を
開
催
し
ま

す
。
文
化
理
解
や
テ
コ
ン
ド
ー
体

験
、
韓
国
家
庭
料
理
作
り
な
ど
充
実

し
た
内
容
で
す
。

※　

全
て
の
講
座
に
参
加
で
き
る
人

を
募
集
し
ま
す
。

日
・
場

①　

８
月
27
日
㈰

　

午
前
10
時
～
正
午

・ 

韓
国
の
姓
氏
制
度

　
　

石
見
武
道
館　

研
修
室

②　

８
月
27
日
㈰

　

午
後
３
時
～
４
時
30
分

・
テ
コ
ン
ド
ー
体
験
教
室

 

　

石
見
武
道
館　

ア
リ
ー
ナ

③　

９
月
２
日
㈯

　

午
後
１
時
～
３
時

・
古
代
日
韓
関
係
史

 

　

石
央
文
化
ホ
ー
ル　

小
ホ
ー
ル

④　

10
月
15
日
㈰

　

午
前
10
時
～
午
後
１
時

・
韓
国
家
庭
料
理
教
室

 

　

い
わ
み
ー
る　

調
理
室

申
込
締
切
日　
８
月
18
日
㈮

申
込
方
法　
申
込
書
に
必
要
事
項
を

記
入
の
上
、
メ
ー
ル
・
郵
送
・
Ｆ

Ａ
Ｘ
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※　

詳
し
く
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

申
・
問　
島
根
県
文
化
国
際
課

　
【
〒
６
９
０
‐
８
５
０
１　

松
江

市
殿
町
１
番
地
（
☎
０
８
５
２
�

６
４
６
３
・
▢FAX
０
８
５
２
�
６

４
１
２
）】

h
ttp

://w
w
w
.p

ref.sh
im

a
n
e.

lg.jp/bunkakokusai/

総
合
実
務
科

　

障
が
い
の
あ
る
人
が
、
自
己
理
解

や
適
性
の
見
極
め
を
行
い
な
が
ら
、

就
職
に
必
要
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
能
力
、
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
な
ど
の

知
識
や
、
様
々
な
作
業
・
実
習
、
企

業
な
ど
で
の
訓
練
に
よ
り
技
術
や
作

業
能
力
を
習
得
し
、
就
職
す
る
た
め

の
力
を
身
に
付
け
ま
す
。

対
象　
障
が
い
の
あ
る
人
で
、
就
労

を
目
指
し
て
い
る
人

入
校
検
定
日　
８
月
28
日
㈪

検
定
場
所

西
部
高
等
技
術
校 

（
益
田
市
）

定　
５
人

受
講
料　
無
料

テ
キ
ス
ト
代　
１
０
、０
０
０
円
程
度

選
抜
方
法　
面
接

訓
練
期
間　
11
月
１
日
㈬
～
平
成
30

年
３
月
29
日
㈭

訓
練
場
所　
西
部
高
等
技
術
校

申
込
締
切
日　
８
月
18
日
㈮

申
込
方
法　
お
近
く
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
の
窓
口
で
相
談
の
上
、
入
校
願

を
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
へ
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

※　

入
校
願
は
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に

あ
り
ま
す
。

問　
西
部
高
等
技
術
校

（
☎
０
８
５
６
�
２
４
５
０
）

　

就
業
を
希
望
す
る
看
護
職
員
な
ど

を
対
象
に
、就
業
相
談
会（
移
動
ナ
ー

ス
バ
ン
ク
）
を
開
催
し
ま
す
。

日　
８
月
９
日
㈬
・
９
月
13
日
㈬

午
後
１
時
～
４
時

場　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
浜
田

内
容　
求
人
・
求
職
相
談
、
就
業
相

談
、
看
護
情
報
の
提
供
な
ど

担
当
者　
看
護
協
会
就
業
相
談
員

問　
島
根
県
ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
８
５
２
�
８
５
１
０
）

が
ん
治
療
体
験
者
で
あ
る
ピ
ア
サ

ポ
ー
タ
ー
が
体
験
を
活
か
し
“
同
じ

立
場
”
で
話
を
伺
い
ま
す
。「
同
じ

経
験
を
し
た
人
と
話
を
し
て
み
た

い
」「
不
安
な
気
持
ち
を
聞
い
て
ほ

し
い
」、
そ
の
よ
う
な
患
者
・
家
族
の

人
な
ど
、気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日　
８
月
９
日
㈬

午
前
９
時
30
分
～
11
時
30
分

場　
浜
田
医
療
セ
ン
タ
ー
２
階
会
議

室
料　
無
料

※　

事
前
に
申
込
み
が
で
き
ま
す
。

当
日
参
加
も
で
き
ま
す
。

申
・
問　
浜
田
医
療
セ
ン
タ
ー
が
ん

相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

（
☎
�
７
０
９
６
）

　

金
銭
・
夫
婦
・
親
子
・
そ
の
ほ
か

親
族
間
の
も
め
ご
と
、
相
続
・
土
地

建
物
・
交
通
事
故
な
ど
の
争
い
ご
と

に
つ
い
て
の
相
談
を
受
け
ま
す
。

日　
９
月
１
日
㈮

午
前
10
時
～
午
後
３
時

場　
浜
田
公
民
館

担
当
者　
浜
田
裁
判
所
所
属
の
調
停

委
員

※　

事
前
の
申
込
み
は
い
り
ま
せ
ん
。

秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

問　
島
根
県
調
停
協
会
浜
田
支
部

吉
本
さ
ん
（
☎
�
０
３
１
３
）

対
象　
消
防
設
備
士
免
状
（
甲
種
及

び
乙
種
）
の
交
付
を
受
け
た
日
以

降
最
初
の
４
月
１
日
か
ら
２
年
以

内
の
人
、
及
び
前
回
の
受
講
日
以

降
最
初
の
４
月
１
日
か
ら
５
年
以

内
の
人

消
火
設
備
講
習

日　
10
月
５
日
㈭

場　
朱
鷺
会
館
（
出
雲
市
）

警
報
設
備
講
習

日　
10
月
13
日
㈮

場　
浜
田
建
設
会
館

日　
10
月
20
日
㈮

場　
く
に
び
き
メ
ッ
セ
（
松
江
市
）

避
難
設
備
・
消
火
器
講
習

日　
10
月
2４
日
㈫

場　
く
に
び
き
メ
ッ
セ
（
松
江
市
）

共
通

申
込
期
間

　

８
月
28
日
㈪
～
９
月
22
日
㈮

料　
７
、
０
０
０
円

【
一
般
曹
候
補
生
（
陸
・
海
・
空
）】

受
験
資
格　

18
歳
以
上
27
歳
未
満
の
人

受
付
期
間　
９
月
８
日
㈮
ま
で

１
次
試
験　
９
月
16
日
㈯
～
18
日
㈷

の
い
ず
れ
か
１
日

試
験
会
場　
松
江
地
方
合
同
庁
舎
・

出
雲
・
浜
田
の
各
県
合
同
庁
舎

【
海
上
・
航
空
自
衛
隊
航
空
学
生
】

受
験
資
格　
高
等
学
校
卒
業
（
見
込

含
む
）
航
空
は
21
歳
未
満
の
人
、

海
上
は
23
歳
未
満
の
人

受
付
期
間　
９
月
８
日
㈮
ま
で

１
次
試
験　
９
月
18
日
㈷

試
験
会
場　
出
雲
合
同
庁
舎

【
防
衛
大
学
校
学
生
】

受
験
資
格　
高
等
学
校
卒
業
（
見
込

含
む
）
21
歳
未
満
の
人

総
合
選
抜

受
付
期
間　
９
月
７
日
㈭
ま
で

１
次
試
験　
９
月
23
日
㈷

試
験
会
場　
防
衛
大
学
校

一
般
（
前
期
）

受
付
期
間　
９
月
５
日
㈫
～
29
日
㈮

１
次
試
験　
11
月
４
日
㈯
・
５
日
㈰

試
験
会
場　
松
江
地
方
合
同
庁
舎
・

浜
田
城
山
ビ
ル

【
防
衛
医
科
大
学
校
医
学
科
学
生
】

受
験
資
格　
高
等
学
校
卒
業
（
見
込

含
む
）
で
21
歳
未
満
の
人

受
付
期
間　
９
月
５
日
㈫
～
29
日
㈮

１
次
試
験　
10
月
28
日
㈯
・
29
日
㈰

試
験
会
場　
松
江
地
方
合
同
庁
舎

【
防
衛
医
科
大
学
校
看
護
学
科
学
生

（
自
衛
官
候
補
看
護
学
生
）】

受
験
資
格　
高
等
学
校
卒
業
（
見
込

含
む
）
で
21
歳
未
満
の
人

受
付
期
間　
９
月
５
日
㈫
～
29
日
㈮

１
次
試
験　
10
月
1４
日
㈯

試
験
会
場　
松
江
地
方
合
同
庁
舎

【
自
衛
官
候
補
生
（
陸
・
海
・
空
）】

受
験
資
格　
18
歳
以
上
27
歳
未
満
の
人

男
性
①

受
付
期
間　
８
月
25
日
㈮
ま
で

試
験
内
容　
筆
記
試
験
・
適
性
検
査

作
文
・
身
体
検
査
・
口
述
試
験

試
験
日　
８
月
26
日
㈯

試
験
会
場

　

陸
上
自
衛
隊
出
雲
駐
屯
地

男
性
②

受
付
期
間　
９
月
13
日
㈬
ま
で

試
験
内
容　
筆
記
試
験
・
適
性
検
査

作
文
・
身
体
検
査
・
口
述
試
験

試
験
日
（
筆
記
試
験
・
適
性
検
査
・
作
文
）

９
月
16
日
㈯
～
18
日
㈷
の
い
ず
れ

か
１
日

試
験
日
（
身
体
検
査
・
口
述
試
験
）

　

９
月
23
日
㈷
～
25
日
㈪
の
い
ず
れ

か
１
日

試
験
会
場　
松
江
地
方
合
同
庁
舎
・

出
雲
・
浜
田
の
各
県
合
同
庁
舎

女
性

受
付
期
間　
９
月
22
日
㈮
ま
で

試
験
内
容　
筆
記
試
験
・
適
性
検
査

作
文
・
身
体
検
査
・
口
述
試
験

試
験
日　
９
月
26
日
㈫

試
験
会
場

　

陸
上
自
衛
隊
出
雲
駐
屯
地

【
各
種
自
衛
隊
説
明
会
】

航
空
学
生
説
明
会

日　
８
月
３
日
㈭

場　
航
空
自
衛
隊
美
保
基
地

防
衛
医
科
大
学
校
看
護
学
科
説
明
会

日　
８
月
７
日
㈪

場　
松
江
地
方
合
同
庁
舎

防
衛
大
学
校
説
明
会

日　
８
月
９
日
㈬

場　
松
江
地
方
合
同
庁
舎

※　

試
験
日
・
場
所
な
ど
、
追
加
・

変
更
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

申
込
方
法　
電
話
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

申
・
問　
自
衛
隊
島
根
地
方
協
力
本

部
（
☎
０
８
５
２
�
０
０
１
５
）

浜
田
出
張
所
（
☎
�
１
３
３
４
）

http://w
w
w
.m

od.go.jp/pco/
shim

ane

日 =日時　場 =場所　定 ＝定員　料 ＝料金　申 ＝申込先　応 ＝応募先　問 ＝問い合わせ先

危
険
物
取
扱
者
試
験　
及
び

危
険
物
取
扱
者
保
安
講
習

教
室
・
講
座

介
護
職
員
初
任
者
研
修

海
外
理
解
講
座

「
韓
国
コ
ー
ス
」

西
部
高
等
技
術
校
入
校
生

相

談

就
業
相
談
会

（
移
動
ナ
ー
ス
バ
ン
ク
）

浜
田
医
療
セ
ン
タ
ー

が
ん
ピ
ア
サ
ポ
ー
タ
ー
相
談
会

無
料
調
停
相
談

資
格
・
試
験

消
防
設
備
士
講
習

自
衛
官
な
ど
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ご
自
身
の
実
体
験
を
も
と
に
し
た

お
話
か
ら
、
性
別
違
和
に
つ
い
て
一

緒
に
考
え
る
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

日　
８
月
10
日
㈭

午
後
２
時
～
４
時

場　
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

演
題　
あ
り
の
ま
ま
の
私
を
生
き
る

講
師　
土
肥
い
つ
き
さ
ん
（
京
都
府

立
高
校
教
員
・
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
マ

イ
ノ
リ
テ
ィ
教
職
員
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
副
代
表
）

料　
無
料

※　

手
話
通
訳
を
行
い
ま
す
。

申
・
問　
浜
田
ろ
う
学
校

（
☎
�
０
１
４
６
）

浜
田
マ
リ
ン
大
橋
の
ラ
イ
ト
ア
ッ

プ
を
行
い
ま
す
。
友
人
や
家
族
な
ど

と
一
緒
に
、
夜
空
に
浮
か
び
上
が
る

浜
田
マ
リ
ン
大
橋
の
幻
想
的
な
景
観

を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

日　
８
月
11
日
㈷
～
15
日
㈫

　

日
没
～
午
前
０
時

場　
浜
田
マ
リ
ン
大
橋

問　
本
庁
水
産
振
興
課
水
産
係

（
☎
�
９
５
２
０
）

　

企
業
の
採
用
担
当
者
に
よ
る
面

接
、
情
報
提
供
を
行
う
就
職
面
接
会

を
開
催
し
ま
す
。

対
象　
平
成
30
年
３
月
大
学
・
短
期

大
学
・
高
等
専
門
学
校
・
専
修
学

校
な
ど
の
卒
業
予
定
者
及
び
県
内

就
職
を
希
望
す
る
人

日　
８
月
12
日
㈯

　

午
前
10
時
～
午
後
４
時

場　
く
に
び
き
メ
ッ
セ

問　
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
し
ま
ね　

松
江

セ
ン
タ
ー

（
☎
０
１
２
０
�
４
５
１
０
）

平
成
31
年
に
迫
っ
た
浜
田
開
府
４

０
０
年
に
向
け
て
藩
政
時
代
の
歴
史

を
学
習
し
ま
す
。
２
月
の
前
編
に
続

き
今
回
は
後
編
と
し
て
松
平
周
防
守

家
（
後
期
）
か
ら
松
平
右
近
将
監
家

を
取
り
上
げ
ま
す
。

日　
８
月
13
日
㈰

午
前
９
時
～
正
午

場　
長
浜
公
民
館

料　
２
０
０
円
（
資
料
代
）

問　
下
村
さ
ん　

午
後
５
時
以
降

（
☎
０
９
０-

７
５
０
０-

９
６
３
７
）

　

約
３
０
０
発
の
打
ち
上
げ
花
火
・

石
見
神
楽
の
上
演
・
歌
謡
シ
ョ
ー
・

キ
ッ
ズ
ダ
ン
ス
・
よ
さ
こ
い
踊
り
・

お
楽
し
み
抽
選
会
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト

を
行
い
ま
す
。

※　

雨
天
の
場
合
、
花
火
は
中
止
し

ま
す
。

日　
８
月
1４
日
㈪　

午
後
４
時
～

※　

打
ち
上
げ
花
火
は
、
午
後
８
時

30
分
か
ら
で
す
。

場　
第
四
中
学
校
前
周
布
川
河
川
敷

問　
美
川
公
民
館

（
☎
�
３
６
５
７
）

　

迫
力
満
点
の
打
上
花
火
・
石
見
神

楽
・
田
ば
や
し
・
盆
踊
り
・
島
根
俵

投
げ
大
会
・
地
元
グ
ル
ー
プ
シ
ョ
ー
・

山
崎
て
い
じ
歌
謡
シ
ョ
ー
・
ス
サ
ノ

オ
マ
ジ
ッ
ク
選
手
交
流
イ
ベ
ン
ト
な

ど
盛
り
だ
く
さ
ん
の
内
容
で
す
。

　

ふ
れ
あ
い
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
地
元

集
落
や
グ
ル
ー
プ
か
ら
の
出
店
で
ま

つ
り
を
盛
り
上
げ
ま
す
。

こ
の
ま
つ
り
は
、
昭
和
58
年
の
大

水
害
か
ら
30
年
を
迎
え
始
ま
り
ま
し

た
。
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産
で
あ

る
「
石
州
半
紙
」を
含
む
石
州
和
紙

の
灯
ろ
う
を
作
り
、
精
霊
流
し
を
し

　

同
和
問
題
を
は
じ
め
と
す
る
課
題

に
対
し
て
、「
ひ
と
づ
く
り
」
を
中

心
と
し
た
地
域
ぐ
る
み
の
取
組
を
行

わ
れ
た
活
動
を
と
お
し
て
、
人
権
尊

重
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
学
ぶ
講

演
会
を
開
催
し
ま
す
。

日　
８
月
17
日
㈭

午
前
10
時
30
分
～
午
後
０
時
10
分

場　
石
央
文
化
ホ
ー
ル　

演
題　
ま
ち
づ
く
り
は
ひ
と
づ
く
り

～
崇
仁
地
区
の
今
日
と
明
日

講
師　
菱
田
不
二
三
さ
ん
（
崇
仁
ま

ち
づ
く
り
の
会
専
務
理
事
）

料　
無
料

※　

手
話
通
訳
・
要
約
筆
記
を
行
い

ま
す
。

問　
本
庁
人
権
同
和
教
育
啓
発
セ
ン

タ
ー
（
☎
�
９
１
６
０
）

ま
す
。

日　
８
月
16
日
㈬

午
後
５
時
～
８
時

場　
三
隅
川
河
口
（
三
隅
町
湊
浦
）

料　
３
０
０
円
（
灯
ろ
う
キ
ッ
ト
購

入
代
金
）

※　

高
校
生
以
下
は
１
０
０
円
で
す
。

問　
芸
術
と
文
化
の
ま
ち
づ
く
り
事

業
実
行
委
員
会
（
☎
�
０
０
９
８
）

日　
８
月
15
日
㈫

午
後
３
時
～
９
時

場　
市
役
所
弥
栄
支
所
前
イ
ベ
ン
ト

広
場

※　

駐
車
場
は
混
雑
が
予
想
さ
れ
ま

す
。
で
き
る
だ
け
乗
り
合
わ
せ
て

来
場
し
て
く
だ
さ
い
。

問　
弥
栄
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
実
行
委

員
会
（
☎
�
２
１
１
２
）

　

聴
覚
に
障
が
い
の
あ
る
人
へ
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
支
援
の
た
め
、

必
要
な
知
識
、
技
術
及
び
対
人
援
助

技
術
を
持
っ
た
要
約
筆
記
者
を
養
成

す
る
た
め
の
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。 

対
象　
島
根
県
在
住
の
18
歳
以
上
の

人
で
、受
講
終
了
後
、全
国
統
一
要

約
筆
記
者
認
定
試
験
を
受
験
し
、

島
根
県
意
思
疎
通
支
援
者
（
要
約

筆
記
者
）と
し
て
活
動
で
き
る
人
。

※　

詳
し
く
は
募
集
要
項
を
確
認
し

て
く
だ
さ
い
。

日　
10
月
７
日
㈯
～
平
成
30
年
10
月

1４
日
㈰

浜田国際交流協会　国際交流教室・語学教室
講座 日時 場所 定員 料金 申込締切日

ニュンの
ベトナム語講座

～入門Ⅱ～

９月５日・12日・26日・10月３日・17日・2４日・31日・
11月７日・1４日・21日
　午後１時30分～３時　　　　　　　（各火曜日）

浜田公民館 15人 会員   1,000円
非会員 2,000円 ９月１日㈮

※　テキスト代2,500円程度が別途必要です。
ニュンの
ベトナム語講座

～初級Ⅱ～

９月４日・11日・25日・10月２日・16日・23日・
30日・11月６日・13日・20日
　午後７時～８時30分　　　　　　　（各月曜日）

浜田公民館 15人 会員   1,000円
非会員 2,000円 ９月１日㈮

※　テキスト代2,500円程度が別途必要です。
ベトナムミニサロン
～ニュンとベトナム
のコーヒー文化を
体験しませんか～

９月２日㈯
　午前10時～11時30分 石見公民館 15人 会員     200円

非会員   ４00円 ９月１日㈮

申込方法　電話で申し込んでください。　　　　　　　　申込み・問い合わせ先　浜田国際交流協会（☎�１２４１）

　

手
話
は
初
め
て
、
と
い
う
人
で
も

安
心
し
て
学
べ
る
講
座
で
す
。

対
象　
初
心
者

日　
９
月
６
日
㈬
～
11
月
８
日
㈬
の

毎
週
水
曜
日
（
全
10
回
）

午
後
４
時
～
５
時

場　
浜
田
ろ
う
学
校

定　
入
門
コ
ー
ス　

先
着
15
人

料　
無
料

申
込
期
間　
８
月
１
日
㈫
～
25
日
㈮

申
込
方
法　
電
話
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

申
・
問　
浜
田
ろ
う
学
校　

松
本
さ

ん
・
廣
戸
さ
ん（
☎
�
０
１
４
６
）

場　
い
わ
み
ー
る

定　
パ
ソ
コ
ン
コ
ー
ス　

20
人

　
　

手
書
き
コ
ー
ス　
　

20
人

受
講
料　
無
料

テ
キ
ス
ト
代　
３
、
４
０
０
円　

※　

教
材
な
ど
一
部
自
己
負
担
が
必

要
で
す
。

申
込
締
切
日　
９
月
１
日
㈮

申
込
方
法　
申
込
書
に
必
要
事
項
を

記
入
の
上
、郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

※　

申
込
書
は
、
島
根
県
聴
覚
障
害

者
情
報
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま

す
。
市
役
所
地
域
福
祉
課
障
が
い

福
祉
係
に
も
あ
り
ま
す
。

※　

申
込
者
数
が
少
な
い
と
き
は
、

中
止
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

申
・
問　
島
根
県
聴
覚
障
害
者
情
報

セ
ン
タ
ー
【
〒
６
９
０
‐
０
０
１

１　

松
江
市
東
津
田
町
１
７
４
１

‐
３　

い
き
い
き
プ
ラ
ザ
島
根
３

階（
☎
０
８
５
２
�
５
９
６
０
）】

紙
漉
き
・
も
の
づ
く
り
体
験

２
０
１
７　
～
第
４
弾
～

石
州
半
紙
技
術
者
会
に
よ
る
、
紙

漉
き
・
も
の
づ
く
り
体
験
を
開
催
し

ま
す
。

日　
８
月
６
日
㈰

　

午
前
９
時
30
分
～
午
後
４
時

※　

お
好
き
な
時
間
に
お
こ
し
く
だ

さ
い
。

講
師　
西
田
製
紙
所

料　
紙
漉
き
体
験
（
ハ
ガ
キ
２
枚
）

５
４
０
円

紙
漉
き
体
験（
Ａ
３
サ
イ
ズ
１
枚
）

１
、
２
９
０
円

　

お
手
軽
料
紙
作
り　
　

５
０
０
円

　

う
ち
わ
づ
く
り　

プ
ラ
２
０
０
円

竹
５
０
０
円

（
高
校
生
以
下
は
プ
ラ
１
０
０
円
）

　

灯
ろ
う
づ
く
り　
　
　

３
０
０
円

（
高
校
生
以
下
は
１
０
０
円
）

廊
下
の
企
画
展
「
こ
う
ぞ
ぺ
ん
で

描
い
た
石
見
神
楽
作
品
展
」

５
月
に
開
催
し
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
の
作
品
展
で
す
。

日　
８
月
１
日
㈫
～
31
日
㈭

　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

こ
れ
か
ら
の
人
生
を
自
分
ら
し
く

豊
か
に
生
き
て
み
ま
せ
ん
か

日　
８
月
６
日
㈰

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

場　
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

定　
50
人
程
度

演
題　
人
生
の
新
た
な
ス
テ
ー
ジ
を

考
え
る
～
自
分
ら
し
く
し
な
や
か

に
生
き
る
と
は
～

講
師　
吉
岡
俊
介
さ
ん
（
シ
ニ
ア
産

業
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
）

問　
本
庁
人
権
同
和
教
育
啓
発
セ
ン

タ
ー
（
☎
�
９
１
６
０
）

夏
休
み
こ
ど
も
紙
漉
き
体
験
料

半
額
ウ
ィ
ー
ク

中
学
生
以
下
の
紙
漉
き
体
験
料
を

次
の
期
間
、通
常
の
半
額
に
し
ま
す
。

※　

予
約
が
必
要
で
す
。

日　
８
月
22
日
㈫
～
27
日
㈰

料　
ハ
ガ
キ
２
枚　
　
　

２
７
０
円

Ａ
３
サ
イ
ズ
１
枚　
　

６
４
５
円

申
・
問　
石
州
和
紙
会
館

（
☎
�
４
１
７
０
）

日 =日時　場 =場所　定 ＝定員　料 ＝料金　申 ＝申込先　応 ＝応募先　問 ＝問い合わせ先

地
域
と
と
も
に
人
権
講
座

浜
田
マ
リ
ン
大
橋

　
　
　
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

就
職
フ
ェ
ア
し
ま
ね

第
１
８
０
回

ふ
る
さ
と
歴
史
紀
行

美
川
夏
ま
つ
り

弥
栄
ふ
る
さ
と
ま
つ
り

石
州
和
紙
灯
ろ
う
ま
つ
り

ふ
れ
あ
い
フ
ォ
ー
ラ
ム

島
根
県
要
約
筆
記
者

養
成
講
習
会

浜
田
ろ
う
学
校
手
話
講
座

イ
ベ
ン
ト

石
州
和
紙
会
館

紙
漉
き
体
験
・
企
画
展

男
女
共
同
参
画
お
届
け
講
座
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県
西
部
で
音
楽
愛
好
家
を
中
心
に

積
極
的
に
活
動
し
て
い
る
総
勢
18
人

に
よ
る
ジ
ャ
ズ
ビ
ッ
グ
バ
ン
ド
の
コ

ン
サ
ー
ト
で
す
。
迫
力
の
あ
る
演
奏

と
音
楽
の
素
晴
ら
し
さ
を
お
届
け
し

ま
す
。
当
日
は
フ
ー
ド
コ
ー
ト
を
用

意
し
て
お
り
ま
す
。

日　
９
月
９
日
㈯

　

午
後
６
時
～
７
時
30
分

開
場　
午
後
５
時

浜
田
市
戦
没
者
追
悼
式
を
開
催
し

ま
す
。
戦
没
者
の
ご
遺
族
の
皆
さ
ん

の
参
列
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

日　
９
月
２
日
㈯

午
前
10
時
～
11
時

場　
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

問　
社
会
福
祉
協
議
会

（
☎
�
０
０
９
４
）

古
代
出
雲
歴
史
博
物
館
と
石
見
銀

山
資
料
館
の
２
館
で
石
見
銀
山
展
を

同
時
開
催
し
ま
す
。
日
本
初
公
開
の

ボ
リ
ビ
ア
の
銀
製
品
や
大
航
海
時
代

の
作
品
、
石
見
銀
山
ゆ
か
り
の
品
々

を
と
お
し
て
、
石
見
銀
山
の
魅
力
や

歴
史
的
価
値
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

古
代
出
雲
歴
史
博
物
館（
出
雲
市
）

期
間　
９
月
３
日
㈰
ま
で

　

午
前
９
時
～
午
後
６
時

料　
一
般　
　

１
、
０
０
０
円

　
　

大
学
生　
　
　

５
０
０
円

　
　

高
校
生
以
下　

無
料

問　
古
代
出
雲
歴
史
博
物
館

（
☎
０
８
５
３
�
８
６
０
０
）

石
見
銀
山
資
料
館
（
大
田
市
）

期
間　
９
月
３
日
㈰
ま
で

　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

料　
一
般　
　
　
　

５
０
０
円

　
　

高
校
生
以
下　

無
料

問　
石
見
銀
山
資
料
館

（
☎
０
８
５
４
�
０
８
４
６
）

　

近
年
、
刀
剣
女
子
の
活
躍
が
見
ら

れ
、
石
州
刀
剣
会
も
女
性
会
員
が
県

東
部
・
県
外
か
ら
多
数
参
加
し
て
い

ま
す
。
こ
の
た
び
、
女
性
だ
け
の
鑑

賞
会
を
開
催
し
ま
す
。

対
象　
女
性

日　
９
月
３
日
㈰　

正
午
～
午
後
３
時

場　
サ
ン
マ
リ
ン
浜
田　

和
室

親
子
で
一
緒
に
体
を
動
か
し
、
ダ

ン
ス
へ
の
関
心
を
高
め
ま
せ
ん
か
。

対
象　
３
歳
以
上
の
未
就
学
児
と
保

護
者

日　
９
月
３
日
㈰

午
前
10
時
～
11
時
30
分

場　
県
立
体
育
館　

多
目
的
ル
ー
ム

指
導
者　
市
競
技
団
体

定　
20
組
４0
人

料　
１
組　

３
０
０
円

申
込
期
間　
８
月
８
日
㈫
～
22
日
㈫

午
後
５
時
ま
で

申
込
方
法　
電
話
又
は
直
接
窓
口
で

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※　

運
動
の
で
き
る
服
装
で
、
室
内

用
シ
ュ
ー
ズ
を
持
参
し
て
く
だ
さ

い
。

申
・
問　
県
立
体
育
館
（
月
曜
日
休

館
）（
☎
�
１
２
０
１
）

文
化
祭
１
日
目

日　
９
月
５
日
㈫

　

午
前
９
時
～
午
後
３
時

場　
石
央
文
化
ホ
ー
ル

内
容　
ク
ラ
ス
対
抗
合
唱
コ
ン
ク
ー

ル（
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
・
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
）・
各
文
化
部
の
演
奏
な
ど

文
化
祭
２
日
目

日　
９
月
６
日
㈬

　

午
前
９
時
～
午
後
１
時

場　
浜
田
高
校

内
容　
各
文
化
部
の
展
示
・
ク
ラ
ス

展
示
・
ス
テ
ー
ジ
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
な
ど

体
育
祭

日　
９
月
７
日
㈭

　

午
前
９
時
～
午
後
３
時

場　
浜
田
高
校

内
容　
各
種
競
技
・
応
援
合
戦
な
ど

共
通

料　
無
料

問　
浜
田
高
等
学
校　

生
徒
部

（
☎
�
０
０
４
２
）

場　
石
央
文
化
ホ
ー
ル　

ロ
ビ
ー

演
奏
者

　

ソ
ラ
シ
ド
ジ
ャ
ズ
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

料　
前
売
り　

１
、
０
０
０
円

　
　

当
日　
　

１
、
２
０
０
円

　
　

大
学
生
以
下　
　
　

無
料

問　
石
央
文
化
ホ
ー
ル

（
☎
�
２
１
０
０
）

講
師　
中
野
宅
吉
さ
ん
（
日
本
美
術

刀
剣
保
存
協
会
刀
剣
指
導
委
員
）

定　
先
着
10
人
程
度

料　
３
、
０
０
０
円

申
込
締
切
日　
８
月
25
日
㈮

申
込
方
法　
電
話
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

申
・
問　
石
州
刀
剣
会　

中
野
さ
ん

（
☎
０
８
０-

１
９
２
２-

３
９
４
６
）

石
峰
＆
抱
月
の
ふ
る
さ
と
で
あ
る

金
城
町
波
佐
を
「
地
域
ま
る
ご
と
博

物
館
」
と
し
て
、
歩
き
な
が
ら
体
験

学
習
を
す
る
探
検
隊
リ
レ
ー
講
座
を

浜
田
市
役
所
の
就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス

を
開
催
し
ま
す
。
将
来
、
市
役
所
の

採
用
試
験
を
受
験
し
て
み
よ
う
と

思
っ
て
い
る
人
は
、
ぜ
ひ
参
加
し
て

く
だ
さ
い
。

対
象　
平
成
元
年
４
月
２
日
か
ら
平

成
13
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ

た
人

日　
８
月
31
日
㈭

午
後
１
時
30
分
～
４
時
30
分

場　
市
役
所
本
庁
４
階
講
堂

定　
30
人

料　
無
料

申
込
方
法　
電
話
又
は
メ
ー
ル
で
必

要
事
項
（
氏
名
・
住
所
・
電
話
番

号
・
在
学
中
の
場
合
は
学
校
名
と

学
年
）
を
伝
え
て
く
だ
さ
い
。

申
・
問　
本
庁
人
事
課

（
☎
�
９
１
３
０
）

Em
ail:jinji@

city.ham
ada.lg.jp

　

ア
マ
チ
ュ
ア
無
線
の
研
修
会
を
行

い
ま
す
。

日　
８
月
26
日
㈯

　

午
後
１
時
30
分
～
５
時

場　
サ
ン
マ
リ
ン
浜
田　

研
修
室

内
容

・
東
日
本
と
熊
本
の
震
災
で
の
運
用

体
験
談

・
新
ス
プ
リ
ア
ス
規
格
へ
の
対
応

講
師　
八
重
洲
無
線
㈱
テ
ク
ニ
カ
ル

サ
ポ
ー
ト
担
当
者

料　
無
料

問　
浜
田
ア
マ
チ
ュ
ア
無
線
ク
ラ
ブ

　

神
田
さ
ん
（
午
後
６
時
以
降
）

（
☎
０
８
０-

８
８
１
４-

２
２
９
７
）

　

浜
っ
子
作
業
所
の
活
動
紹
介
や
フ

リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
行
い
ま
す
。

日　
８
月
27
日
㈰

午
前
10
時
～
午
後
２
時

場　
浜
っ
子
作
業
所
（
浜
田
商
工
会

議
所
裏
）

問　
浜
っ
子
作
業
所　

沖
田
さ
ん

（
☎
�
２
８
２
４
）

浜
田
港
福
井
埠
頭
に
寄
港
す
る
ク

ル
ー
ズ
客
船
「
飛
鳥
Ⅱ
」
が
見
学
で

き
ま
す
。

船
内
見
学
（
申
込
み
が
必
要
）

日　
８
月
26
日
㈯

午
後
１
時
30
分
～
２
時
30
分

受
付　
午
後
０
時
15
分
～

定　
80
人

場　
浜
田
港
福
井
埠
頭

料　
無
料

申
込
締
切
日　
８
月
10
日
㈭
必
着

申
込
方
法　

浜
田
港
湾
振
興
セ
ン

タ
ー
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た

だ
く
か
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

埠
頭
か
ら
の
見
学
（
申
込
不
要
）

日　
８
月
26
日
㈯

午
後
５
時
～
６
時

　

ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
の
交
流
と
、

地
域
の
活
性
化
を
目
的
と
し
て
開
催

し
ま
す
。
夏
の
旭
の
風
物
詩
と
な
っ

た
雪
合
戦
「
夏
の
陣
」
は
20
回
目
を

迎
え
今
年
は
記
念
大
会
を
行
い
ま
す
。

野
球
大
会
や
バ
ザ
ー
も
あ
り
ま
す
。

日　
８
月
19
日
㈯
・
20
日
㈰

場　
旭
運
動
公
園
内
運
動
施
設

問　
石
央
商
工
会
旭
支
所

（
☎
�
０
０
５
６
）

場　
浜
田
港
福
井
埠
頭

※　

船
内
見
学
・
埠
頭
か
ら
の
見
学

に
は
、
顔
写
真
付
き
の
身
分
証
明

書
（
運
転
免
許
証
な
ど
）
が
必
要

で
す
。

※　

未
成
年
者
は
保
護
者
の
同
伴
が

必
要
で
す
。

問　
浜
田
港
湾
振
興
セ
ン
タ
ー

（
☎
�
１
０
８
２
）

h
ttp

://w
w
w
.p

ref.sh
im

a
n
e.

lg
.jp

/in
fra

/p
o
rt/k

ik
a
n
/

ham
adakou/cruise.htm

l

開
催
し
ま
す
。
第
３
回
は
「
地
域
ま

る
ご
と
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」
を
観
て
歩

き
ま
す
。

日　
８
月
26
日
㈯
（
雨
天
決
行
）

午
前
９
時
～
午
後
３
時

集
合
場
所　
波
佐
公
民
館
（
と
き
わ

会
館
）

料　
５
０
０
円
（
資
料
代
な
ど
）

※　

山
歩
き
が
で
き
る
服
装
で
、
弁

当
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

問　
石
峰
＆
抱
月
の
ふ
る
さ
と
「
地

域
研
究
セ
ン
タ
ー
」
協
議
会

　

隅
田
さ
ん
（
☎
０
９
０
‐
４
６
９

７
‐
２
８
１
８
）

　

感
性
を
育
み
絵
画
や
書
写
に
よ
っ

て
表
現
す
る
こ
と
で
情
操
を
養
い
、

豊
か
な
心
を
育
て
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
開
催
し
ま
す
。

日　
８
月
25
日
㈮
～
27
日
㈰

午
前
９
時
～
午
後
４
時

（
25
日
㈮
は
午
後
１
時
か
ら
）

場　
世
界
こ
ど
も
美
術
館

表
彰
式

日　
８
月
26
日
㈯　

午
後
２
時
～

問　
加
藤
さ
ん
（
☎
�
１
９
４
３
）

日 =日時　場 =場所　定 ＝定員　料 ＝料金　申 ＝申込先　応 ＝応募先　問 ＝問い合わせ先

石
央
文
化
ホ
ー
ル

ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

浜
田
市
戦
没
者
追
悼
式

世
界
遺
産
登
録
10
周
年
記
念

 

石
見
銀
山
展

︲
銀
が
世
界
を
変
え
た
︲

石
州
刀
剣
会

鑑
賞
会
（
女
性
限
定
）

県
体
ス
ポ
ー
ツ
塾

親
子
Ｈ
Ｉ
Ｐ
Ｈ
Ｏ
Ｐ
ダ
ン
ス

浜
高
祭

Colors 

～
永
遠
に
輝
く
夢
花
火
～

学
べ
る
博
物
館
探
検
隊

リ
レ
ー
講
座

浜
田
市
役
所

就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス

ア
マ
チ
ュ
ア
無
線
研
修
会

浜
っ
子
作
業
所

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

ク
ル
ー
ズ
客
船
「
飛
鳥
Ⅱ
」

船
内
見
学
・
埠
頭
か
ら
の
見
学

２
０
１
７
あ
さ
ひ
ラ
イ
ジ

ン
グ
サ
ン
ス
ポ
ー
ツ
王
国

Ｍ
Ｏ
Ａ
美
術
館

浜
田
児
童
作
品
展

　

　

　

　



☆広告募集中!!　詳しくは、市ホームページで☆　　　☆広告募集中!!　詳しくは、市ホームページで☆

有

料

広

告

☆広告募集中!!　詳しくは、市ホームページで☆　　　☆広告募集中!!　詳しくは、市ホームページで☆

有

料

広

告

広報はまだ：平成29年８月号　　　3031　　　広報はまだ：平成29年８月号

シ
ロ
イ
ル
カ
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
プ
ー

ル
の
改
修
工
事
を
し
て
い
ま
す

　

工
事
期
間
中
は
ア
ク
ア
ス
入
館
料

を
変
更
し
て
い
ま
す
。

特
別
料
金

　
大
人　
　
　
　

１
、
２
４
０
円

（
通
常　

１
、
５
４
０
円
）

　

小
・
中
・
高
校
生　

４
１
０
円

（
通
常　
　
　

５
１
０
円
）

工
事
期
間

　

平
成
30
年
３
月
下
旬
ま
で（
予
定
）

特
別
展

島
根
の
と
っ
て
Ｏ
Ｋ
Ｉ
！！

　

隠
岐
ユ
ネ
ス
コ
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク

を
学
び
な
が
ら
８
つ
の
神
秘
を
探
っ

て
み
よ
う
。

期
間　
９
月
18
日
㈷
ま
で

場　
ア
ク
ア
ス
３
階
特
別
展
示
室

見
逃
す
な
！
リ
ン
グ
タ
イ
ム
♪

　

ダ
イ
バ
ー
さ
ん
の
合
図
が
な
く
て
も

シ
ロ
イ
ル
カ
は
リ
ン
グ
を
出
せ
る
？

期
間　
８
月
31
日
㈭
ま
で

・
午
前
10
時
４5
分
・
午
後
２
時
15
分

・
お
盆
期
間
は
適
宜
開
催

場　
新
シ
ロ
イ
ル
カ
プ
ー
ル
１
階

わ
ん
ぱ
く
探
検
隊

　

飼
育
員
が
隊
長
と
な
り
、
ア
ク
ア

ス
の
バ
ッ
ク
ヤ
ー
ド
を
案
内
し
ま
す
。

対
象　
小
学
生
・
中
学
生

期
間　
８
月
31
日
㈭
ま
で
は
毎
日
、

９
月
は
土
・
日
・
祝
日

・
午
前
11
時
・
午
後
２
時

場　
バ
ッ
ク
ヤ
ー
ド

定　
各
回
15
人

料　
無
料
（
入
館
料
に
含
む
）

申
込
方
法　
参
加
当
日
に
１
階
総
合

案
内
所
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

ペ
ン
ギ
ン
の
水
中
お
食
事
タ
イ
ム

期
間　
夏
休
み
期
間
中
の
土
・
日
・

祝
日
（
８
月
11
日
㈷
か
ら
13
日
㈰

は
除
く
）

午
後
０
時
30
分
～

場　
ペ
ン
ギ
ン
館
１
階
ペ
ン
ギ
ン
ホ

ー
ル

料　
無
料
（
入
館
料
に
含
む
）

サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル

「
夜
の
ア
ク
ア
ス
」

夜
の
生
物
は
ど
う
や
っ
て
過
ご
し

て
い
る
の
か
な
。
ア
ク
ア
ス
館
内
を

探
検
し
な
が
ら
観
察
し
て
み
よ
う
。

水
槽
の
前
で
お
泊
り
す
る
よ
。

対
象　
小
学
生
以
上

※　

小
学
生
は
保
護
者
が
同
伴
し
て

く
だ
さ
い
。

日　
８
月
26
日
㈯
午
後
４
時
30
分
～

27
日
㈰
午
前
８
時

場　
ア
ク
ア
ス
館
内

定　
50
人
（
抽
選
）

料　
無
料
（
入
館
料
に
含
む
）

申
込
締
切
日　
８
月
10
日
㈭

※　

サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
は
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
か
ら
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

https://w
w
w
.aquas.or.jp

※　

申
込
多
数
の
場
合
は
、
抽
選
と

な
り
ま
す
。

８
月
の
神
楽
（
雨
天
中
止
）

６
日
㈰　

日
脚
神
楽
社
中

13
日
㈰　

後
野
神
楽
社
中

1４
日
㈪　

追
原
神
楽
社
中

15
日
㈫　

大
都
神
楽
団

20
日
㈰　

岡
崎
神
楽
社
中

27
日
㈰　

上
府
神
楽
社
中

時
間　
午
後
１
時
～
３
時

場　
ア
ク
ア
ス
横
は
っ
し
ー
広
場
ス

テ
ー
ジ

問　
石
央
マ
リ
ン
開
発
㈱

（
☎
�
３
３
８
８
）

企
画
展
「
没
後
70
年　
北
野
恒
富
展

妖
艶
、
秀
麗
、
は
ん
な
り
︲
美
人
画

の
革
新
」
関
連
プ
ロ
グ
ラ
ム

M
useum

 

× Theater 

ミ
ュ
ー

シ
アvol.2

お
座
敷
あ
そ
び
体
験
「
花
街
っ
て
ど

ん
な
と
こ
ろ
？
」

　

恒
富
が
愛
し
、
描
い
た
大
阪
の
花

街
の
文
化
に
つ
い
て
お
話
を
う
か
が

い
、
芸
妓
さ
ん
に
よ
る
「
お
座
敷
あ

そ
び
」
体
験
も
で
き
る
ス
ペ
シ
ャ
ル

ス
テ
ー
ジ
で
す
。

出
演

・
谷
川
恵
さ
ん
（
大
阪
南
地
お
茶
屋

た
に
川
若
主
人
）

・
多
佳
さ
ん
（
唄
三
味
線
大
阪
南
地

芸
妓
）

日　
８
月
19
日
㈯

　

午
後
５
時
～
６
時
４5
分

場　
グ
ラ
ン
ト
ワ
多
目
的
ギ
ャ
ラ
リ
ー

定　
先
着
60
人
（
要
整
理
券
）

※　
整
理
券
は
午
前
10
時
か
ら
総
合

案
内
カ
ウ
ン
タ
ー
で
配
布
し
ま
す
。

料　
無
料

グ
ラ
ン
ト
ワ
夏
ま
つ
り

「
麦ビ

ー
ル酒
祭
」

恒
富
が
手
が
け
た
華
や
か
な
ビ
ー

ル
の
ポ
ス
タ
ー
に
ち
な
み
、
麦
酒
祭

を
開
催
し
ま
す
。
家
族
で
楽
し
め
る

縁
日
も
あ
り
ま
す
。

日　
８
月
11
日
㈷

午
前
11
時
～
午
後
５
時
（
予
定
）

場　
グ
ラ
ン
ト
ワ
中
庭
広
場

料　
入
場
無
料

い
わ
み
ダ
ン
ス
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
２
０

１
７

　

毎
年
恒
例
の
夏
の
ダ
ン
ス
イ
ベ
ン

ト
で
す
。「IN

FIN
IT
Y

」「M

・Y

・

Z

」「M
A
Y H

IP H
O
P SPEC

IA
L 

D
A
N
C
E U

N
IT

」「H
alau N

a Pua 
Lei O

 N
aniKai

」
に
加
え
、
今
年

は
広
島
で
活
動
す
る
男
性
ヒ
ッ
プ

ホ
ッ
プ
「K

N
O
N

」
＆
女
性
ロ
ッ
ク

チ
ー
ム「boogie

ア
・
ラ
・
モ
ー
ド
」

も
出
演
し
熱
い
ス
テ
ー
ジ
を
お
届
け

し
ま
す
。

日　
８
月
11
日
㈷　

午
後
６
時
30
分

開
場　
午
後
６
時

場　
グ
ラ
ン
ト
ワ
大
ホ
ー
ル

料　
一
般　
　
　
　

５
０
０
円

　
　

友
の
会
会
員　

４
０
０
円

　
　

未
就
学
児　
　

無
料

　

害
虫
駆
除
及
び
床
洗
浄
な
ど
を
行

う
た
め
、全
館
を
臨
時
休
館
し
ま
す
。

期
間　
８
月
11
日
㈷
・
13
日
㈰
・
1４

日
㈪

※　

チ
ケ
ッ
ト
販
売
及
び
電
話
に
よ

る
予
約
受
付
も
行
い
ま
せ
ん
。

問　
石
央
文
化
ホ
ー
ル

（
☎
�
２
１
０
０
）

桂か
つ
ら

迫ざ
こ

鈩た
た
ら

を
巡
る
た
た
ら
文
書

４
、
２
０
０
点
か
ら
石
見
地
方
の
砂

鉄(

山
・
川
・
浜)

の
流
通
経
路
、
銑

鉄
の
陸
送
・
北
前
船
で
の
全
国
流

通
、
鈩
所
の
風
水
、
積
雪
地
帯
の
理

に
か
な
っ
た
丸
打
型
吹
小
屋
、
鉄
山

と
地
域
の
議
定
書
、
金
屋
子
信
仰
、

地
下
農
民
と
の
連
携
な
ど
、
た
た
ら

製
鉄
を
お
伝
え
し
ま
す
。

期
間　
平
成
30
年
３
月
31
日
㈯
ま
で

の
土
・
日
曜
日　

午
前
９
時
～
午

後
５
時

場　
金
城
歴
史
民
俗
資
料
館
（
金
城

町
波
佐
）

料　
大
人　

３
０
０
円（
２
０
０
円
）

中
学
生　

１
０
０
円
（
60
円
）

小
学
生　
　
　

60
円
（
30
円
）

※　
（　

）
内
は
25
人
以
上
の
団
体

料
金
で
す
。

※　

団
体
で
、
展
示
ガ
イ
ド
を
希
望

す
る
場
合
や
平
日
に
来
館
し
た
い

場
合
は
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問　
西
中
国
山
地
民
具
を
守
る
会

隅
田
さ
ん
（
☎
０
９
０
‐
４
６
９

７
‐
２
８
１
８
）

　

若
き
日
の
英
国
エ
リ
ザ
ベ
ス
女
王

の
、
王
女
時
代
の
秘
密
の
外
出
「
特

別
な
一
夜
」
を
描
い
た
作
品
で
す
。

山
陰
浜
田
港
で
水
揚
げ
さ
れ
た
魚

を
使
っ
た
料
理
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

魚
の
さ
ば
き
方
の
基
礎
か
ら
始
め
、

魚
を
使
っ
た
各
種
料
理
を
体
験
し
て

い
た
だ
き
ま
す
。

日　
９
月
７
日
㈭

　
　

午
前
10
時
～
午
後
１
時

場　
し
ま
ね
お
魚
セ
ン
タ
ー
調
理
室

講
師　
長
野
操
子
さ
ん
（
管
理
栄
養

士
）

定　
20
人
（
抽
選
）

※　

抽
選
の
結
果
を
申
込
者
全
員
に

通
知
し
ま
す
。

料　
５
０
０
円

申
込
期
間　
８
月
１
日
㈫
～
10
日
㈭

　

午
後
５
時
15
分
ま
で

申
込
方
法　
申
込
書
に
必
要
事
項
を

記
入
の
上
、
持
参
・
郵
送
（
当
日

消
印
有
効
）
又
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※　

申
込
書
は
、
浜
田
市
水
産
業
振

興
協
会
に
あ
り
ま
す
。
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で

き
ま
す
。

申
・
問　
本
庁
水
産
振
興
課
内　

浜

田
市
水
産
業
振
興
協
会
【
〒
６
９

　

７
‐
８
５
０
１　

浜
田
市
殿
町
１

　
（
☎
�
９
５
２
０・
▢ＦＡＸ
�
３
７
０
１
）】

　

視
覚
に
障
が
い
の
あ
る
人
、
学

校
・
医
療
・
労
働
機
関
の
関
係
者
を

は
じ
め
、
広
く
盲
学
校
に
関
心
の
あ

る
人
を
対
象
に
オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー
ル

を
開
催
し
ま
す
。

　

学
校
の
概
要
説
明
や
視
覚
障
が
い

者
へ
の
支
援
グ
ッ
ズ
の
紹
介
、
学

校
・
寄
宿
舎
見
学
な
ど
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、個
別
の
相
談
に
も
応
じ
ま
す
。

※　

事
前
の
申
込
み
が
必
要
で
す
。

日　
９
月
６
日
㈬

午
前
９
時
30
分
～
午
後
０
時
４0
分

※　
午
後
の
参
加
は
、
希
望
者
の
み

で
す
。

・
理
療
科
模
擬
授
業
体
験

午
後
１
時
30
分
～
２
時
20
分

・
個
別
相
談

午
後
１
時
30
分
～
３
時
20
分

場　
島
根
県
立
盲
学
校
（
松
江
市
）

申
込
締
切
日　
８
月
31
日
㈭

申
込
方
法　
電
話
又
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

申
・
問　
島
根
県
立
盲
学
校

花
谷
さ
ん
・
赤
木
さ
ん

（
☎
０
８
５
２
�
８
２
２
１
・
▢ＦＡＸ

０
８
５
２
�
８
２
２
２
）

日　
９
月
18
日
㈷（
上
演
時
間
97
分
）

①　

午
前
10
時
（
開
場
午
前
９
時
）

②　

午
後
２
時
（
開
場
午
後
１
時
）

特
別
企
画

・
映
画
ミ
ニ
講
座　

講
師　
ル
イ
ス
・
バ
タ
ー
ハ
ム
さ
ん

（
江
津
高
校
語
学
助
手
）

　

午
後
１
時
30
分
～
１
時
50
分

・
石
央
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
祭

　

午
前
９
時
～
午
後
３
時

場　
石
央
文
化
ホ
ー
ル

料前
売
り　

一
般　
　

１
、
２
０
０
円

　
　

小
学
生
～
大
学
生　

６
０
０
円

当
日　
　

一
般　
　

１
、
４
０
０
円

　
　

小
学
生
～
大
学
生　

８
０
０
円

問　
石
央
文
化
ホ
ー
ル

（
☎
�
２
１
０
０
）

日 =日時　場 =場所　定 ＝定員　料 ＝料金　申 ＝申込先　応 ＝応募先　問 ＝問い合わせ先

施
設
か
ら
の
お
知
ら
せ

ア
ク
ア
ス
か
ら

（
☎
㉘
３
９
０
０
）

グ
ラ
ン
ト
ワ
だ
よ
り

（
☎
０
８
５
６
�
１
８
６
０
）

石
央
文
化
ホ
ー
ル

臨
時
休
館
の
お
知
ら
せ

企
画
展

「
た
た
ら
製
鉄
と
地
域
経
済
」

石
央
シ
ネ
マ
倶
楽
部
企
画
映
画
上
映
会

「
ロ
イ
ヤ
ル
・
ナ
イ
ト
」

山
陰
浜
田
港
お
魚
料
理
教
室

島
根
県
立
盲
学
校

　
　
オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー
ル
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世
界
こ
ど
も
美
術
館
で
は
、
体
験

型
現
代
美
術
ア
ー
ト
パ
レ
ー
ド
展
を

開
催
し
て
い
ま
す
。

　
「
ア
ー
ト
パ
レ
ー
ド
」
と
い
う
タ

イ
ト
ル
の
通
り
、
メ
デ
ィ
ア
ア
ー

ト
・
イ
ン
ス
タ
レ
ー
シ
ョ
ン
・
デ
ザ

イ
ン
と
い
っ
た
ジ
ャ
ン
ル
も
形
状
も

異
な
る
多
種
多
様
な
作
品
が
本
展
に

大
集
合
し
て
い
ま
す
！

　

今
回
紹
介
す
る
作
品
の
鑑
賞
方

法
・
体
験
方
法
は
ひ
と
つ
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
決
め
ら
れ
た
手
法
で
体
験

す
る
の
で
は
な
く
、
鑑
賞
者
自
ら
が

考
え
、
想
像
し
、
体
験
の
仕
方
を
発

見
し
て
も
ら
う
こ
と
で
成
立
す
る
作

品
を
多
く
展
示
し
て
い
ま
す
。
遊
び

心
と
セ
ン
ス
と
感
性
を
総
動
員
し
て

作
品
を
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
。

　

展
示
室
を
進
む
と
、
そ
こ
は
作
品

た
ち
が
大
行
進
し
て
い
る
か
の
よ
う

な
心
弾
む
空
間
が
広
が
っ
て
い
ま

す
。
ユ
ニ
ー
ク
な
作
品
群
と
触
れ
合

う
こ
と
で
、
芸
術
に
触
れ
る
喜
び
や

表
現
す
る
こ
と
の
素
晴
ら
し
さ
を
実

感
で
き
ま
す
。

会
期　
９
月
2４
日
㈰
ま
で

料
金　
一
般　

 　
　
　

  

５
０
０
円

　
　
　

高
校
・
大
学
生   

３
０
０
円

　
　
　

小
学
・
中
学
生   

２
０
０
円

※　

こ
の
展
覧
会
は
、
宝
く
じ
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
を
活
用
し

て
い
ま
す
。

■
こ
ど
も
美
術
館
ま
つ
り
２
０
１
７

　

前
庭
を
中
心
に
様
々
な
工
作
体
験

が
で
き
る
ブ
ー
ス
や
石
見
神
楽
の
公

演
も
あ
り
ま
す
。

日
時　
８
月
20
日
㈰

　
　

午
前
10
時
～
午
後
４
時

※　

当
日
は
、
小
中
学
生
の
展
覧
会

の
観
覧
料
が
無
料
に
な
り
ま
す
。

■
ホ
リ
デ
ー
創
作
活
動

《
紙
粘
土
で
つ
く
ろ
う
》

　

紙
粘
土
を
使
っ
て
自
由
に
工
作
し

て
み
よ
う
！
お
菓
子
や
恐
竜
な
ど

様
々
な
形
に
大
変
身
。

◎
８
月
５
日
㈯

●
参
加
費　

１
人
３
０
０
円

《
プ
レ
ー
ト
万
華
鏡
》

　

透
明
な
プ
レ
ー
ト
に
マ
ジ
ッ
ク
で

カ
ラ
フ
ル
に
模
様
を
つ
け
て
、
す
て

き
な
万
華
鏡
を
作
る
よ
。

◎
８
月
６
日
㈰

●
参
加
費　

１
人
３
５
０
円

※　

こ
の
活
動
は
２
階
・
エ
ン
ト
ラ

ン
ス
で
実
施
し
ま
す
。

《
ビ
ー
玉
運
び
ゲ
ー
ム
》

　

箸
の
上
に
ビ
ー
玉
を
置
い
て
移
動

さ
せ
な
が
ら
得
点
カ
ッ
プ
に
入
れ

る
、
ハ
ラ
ハ
ラ
・
ド
キ
ド
キ
の
ゲ
ー

ム
を
作
っ
て
遊
ぼ
う
！

◎
８
月
11
日
㈷
・
12
日
㈯

●
参
加
費　

１
人
５
０
０
円

《
コ
リ
ン
ト
ゲ
ー
ム
》

　

木
の
板
に
釘
を
打
ち
付
け
て
迷
路

を
作
る
よ
。
完
成
し
た
ら
ビ
ー
玉
を

転
が
し
て
遊
ぼ
う
！

◎
８
月
13
日
㈰
～
15
日
㈫

●
参
加
費　

１
人
５
０
０
円

《
ミ
ニ
ク
ッ
シ
ョ
ン
づ
く
り
》

　

フ
ワ
フ
ワ
の
布
に
ハ
ギ
レ
を
く
っ

つ
け
て
か
わ
い
い
ミ
ニ
ク
ッ
シ
ョ
ン

を
作
る
よ
。

◎
８
月
19
日
㈯

●
参
加
費　

１
人
２
０
０
円

※　

こ
の
活
動
は
２
階
・
エ
ン
ト
ラ

ン
ス
で
実
施
し
ま
す
。

《
木
で
つ
く
ろ
う
》

　

色
ん
な
形
の
木
を
組
み
合
わ
せ

て
、
金
槌
や
釘
を
使
っ
て
自
由
に
作

品
を
作
ろ
う
！

◎
８
月
26
日
㈯
・
27
日
㈰

●
参
加
費　

１
人
３
０
０
円

※　

時
間
は
、
い
ず
れ
の
活
動
も
午

後
１
時
～
４
時
。
参
加
受
付
は
、

当
日
午
後
３
時
30
分
ま
で
に
１
階

創
作
室
に
て
。

８
月
は
無
休
で
す

鳥獣花木図屏風

　

石
本
正
記
念
展
示
室
で
は
、
三
隅

町
出
身
の
日
本
画
家
・
石
本
正
の
若

い
頃
か
ら
晩
年
ま
で
の
画
業
の
足
跡

を
、
い
つ
で
も
見
る
こ
と
の
出
来
る

「
石
本
正
作
品
選
Ⅱ
」
を
開
催
し
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
企
画
展
示
室
で
は
「
第
７

回
石
州
和
紙
に
描
い
た
日
本
画
展
」

を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

本
展
で
は
、
石
本
画
伯
と
ご
縁
の

深
い
画
家
や
地
元
ゆ
か
り
の
作
家
23

人
に
よ
る
、
石
州
和
紙
に
描
い
た
新

作
を
観
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

多
く
の
人
に
石
州
和
紙
の
魅
力
的
な

一
面
を
知
っ
て
い
た
だ
け
る
機
会
に

な
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
29
日
㈫
か
ら
は
、
全
国

の
美
大
か
ら
推
薦
さ
れ
た
学
生
の
日

本
画
作
品
を
展
覧
す
る
「
第
３
回
石

本
正
日
本
画
大
賞
展
」
が
始
ま
り
ま

す
。
ど
う
ぞ
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

会
期

　
【
石
本
正
記
念
展
示
室
】

　
「
石
本
正
作
品
選
Ⅱ
」

　

10
月
９
日
㈷
ま
で

　
【
企
画
展
示
室
】

　
「
第
７
回
石
州
和
紙
に
描
い
た
日

本
画
展
」

　

８
月
20
日
㈰
ま
で

　
「
第
３
回
石
本
正
日
本
画
大
賞
展
」

　

８
月
29
日
㈫
～
10
月
９
日
㈷

開
館
時
間　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

料
金　

　

一
般　
　

７
０
０
円（
６
０
０
円
）

　

高
大
生　

３
０
０
円（
２
４
０
円
）

　

小
中
生　

２
０
０
円（
１
６
０
円
）

※　
「
し
ま
ね
家
庭
の
日
」
毎
月
第

３
日
曜
日
に
家
族
で
来
館
さ
れ
た

入
場
者
の
う
ち
、
高
校
生
以
下
は

無
料
で
す
。

※　
「
第
３
回
石
本
正
日
本
画
大
賞

展
」
の
前
売
券
（
一
般
５
０
０
円
）

が
あ
り
ま
す
。ロ
ー
ソ
ン
各
店（
Ｌ

コ
ー
ド
６
１
３
９
５
）
又
は
、
山

陰
中
央
新
報
社
西
部
本
社
ほ
か
に

て
販
売
し
て
い
ま
す
。

《ギャラリー展示》
鐘築等「の・ような似顔絵店４」
８月６日㈰まで

第1６回（一社）二科会写真部島根
支部写真展（石見移動展）
８月９日㈬～13日㈰

　毎年恒例、人気のこども木工教室です。木のぬくもりを感じ
ながら、普段なかなか手にしない金づちやノコギリを使って、
自分だけのオリジナル作品を作りましょう。
　この教室では、子どもたちに自由な創作を楽しんでもらうた
め、作るものを指定しません。事前に、木でどんなものを作り
たいかを考えてきてくださいね。

日時：８月11日㈷　午後１時～３時
料金：５００円
定員：10人　（要予約）
講師：西田清久さん

（木工房きなり）
場所：石正美術館回廊　　
用意するもの：帽子や飲み物などの

熱中症対策

石本正「鳥」1957年

☆広告募集中!!　詳しくは、市ホームページで☆

掲載料　１か月10,000円
申込方法　申込書（本庁市長公室にあります。市ホー
ムページからダウンロードもできます。）に必要事
項を記入の上、持参又は郵送してください。

申込み・問い合わせ先
本庁市長公室広報係（☎�９１５１）

市ホームページに掲載する
バナー広告を募集しています

写真作品展「サーフィンの浜」

作品名「サンドイッチ」

プレート万華鏡

昨年の教室の様子

有

料

広

告

月刊！
こども美術館

浜田市世界こども美術館

vol.248

有

料

広

告

浜田市野原町859－1（県立大学となり）
■開館時間…午前9時30分～午後5時
■電話…0855－23－8451
■ホームページ…http://www.hamada-kodomo-art.com

体
験
型
現
代
美
術
ア
ー
ト

パ
レ
ー
ド
展
開
催
中

８
月
の
イ
ベ
ン
ト

展
覧
会
の
お
知
ら
せ

◎夏休みこども木工教室
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貸出ベスト 10（平成 29 年６月期）
順位 タイトル 著者
1 蜂蜜と遠雷 恩田　陸
2 騎士団長殺し　第2部　遷ろうメタファー編 村上　春樹
3 暗手 馳　星周
4 騎士団長殺し　第1部　顕れるイデア編 村上　春樹
5 黒い紙 堂場　瞬一
6 ストロベリーライフ 荻原　浩
7 ツバキ文具店 小川　糸
8 リバース 湊　かなえ
9 コンビニ人間 村田　沙耶香
10 女系の教科書 藤田　宜永

フォークロアの鍵 川瀬　七緒
ぷろぼの 楡　周平

　

４
月
に
島
根
県
立
大
学
総
合
政
策

学
部
に
准
教
授
と
し
て
着
任
致
し
ま

し
た
濵
田
泰
弘
と
申
し
ま
す
。
姓
が

濵
田
（
浜
田
）
と
い
う
こ
と
で
浜
田

市
に
は
不
思
議
な
縁
を
感
じ
ま
す
。

日
本
海
を
展
望
で
き
る
美
し
い
キ
ャ

ン
パ
ス
で
教
鞭
を
取
れ
る
こ
と
を
こ

の
上
な
く
光
栄
に
思
い
ま
す
。

　

私
の
専
門
は
政
治
思
想
史
で
す
。

カ
ン
ト
や
ゲ
ー
テ
を
産
ん
だ
啓
蒙
主

義
・
教
養
主
義
の
国
ド
イ
ツ
で
な
ぜ

准
教
授　
濵
田　
泰
弘

ナ
チ
ズ
ム
と
い
う
野
蛮
が
生
ま
れ
た

の
か
と
い
う
疑
問
が
私
の
学
問
の

原
点
で
す
。「
本
が
焼
か
れ
た
後
に

人
が
焼
か
れ
る
」
と
い
い
ま
す
が
、

ナ
チ
ズ
ム
も
例
外
な
く
焚
書
坑
儒
の

後
に
ホ
ロ
コ
ー
ス
ト
が
起
こ
り
ま
し

た
。
非
合
理
的
な
暴
力
に
た
い
じ
し

た
反
ナ
チ
亡
命
知
識
人
の
生
き
様
に

関
心
が
あ
り
ま
す
。　

　

今
日
、
日
本
の
社
会
科
学
は
危
機

の
時
代
に
直
面
し
て
い
ま
す
。
学
問

の
危
機
の
時
代
に
大
学
教
員
の
果
た

す
べ
き
役
割
は
何
か
？
大
学
生
は
い

か
に
学
び
、
ど
の
よ
う
に
生
き
る
べ

き
か
。
講
義
や
市
民
の
皆
さ
ん
と
の

交
流
を
通
し
て
そ
の
問
い
に
向
き

合
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
何

と
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

講
師　
姜か
ん　

英よ
ん

淑す
く

　

今
年
度
か
ら
島
根
県
立
大
学
で
韓

国
語
教
育
を
担
当
し
て
い
る
姜
英
淑

と
申
し
ま
す
。韓
国
の
釜
山
出
身
で
、

日
本
に
来
て
か
ら
は
19
年
目
に
な
り

ま
す
。
愛
媛
の
松
山
大
学
で
５
年
間

勤
め
た
以
外
は
東
京
の
生
活
が
長

く
、
こ
の
た
び
、
ご
縁
が
あ
り
ま
し

て
浜
田
市
で
お
世
話
に
な
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

　

言
語
学
の
中
で
音
声
・
音
韻
論
が

専
門
分
野
で
、
韓
国
語
諸
方
言
を
対

象
に
ア
ク
セ
ン
ト
の
調
査
研
究
を

行
っ
て
い
ま
す
。
日
本
の
多
く
の
方

言
が
ア
ク
セ
ン
ト
（
高
低
）
に
よ
っ

て
語
の
意
味
が
区
別
さ
れ
ま
す
が
、

韓
国
語
に
も
日
本
語
と
同
じ
よ
う
に

ア
ク
セ
ン
ト
に
よ
っ
て
語
の
意
味
が

区
別
さ
れ
る
方
言
が
あ
り
ま
す
。
今

ま
で
の
調
査
研
究
で
は
、
韓
国
語
諸

方
言
の
ア
ク
セ
ン
ト
体
系
を
明
ら
か

に
し
、
ア
ク
セ
ン
ト
や
声
調
に
関
す

る
理
論
の
一
般
化
を
進
め
て
き
ま
し

た
。

　

ま
た
、
日
本
語
の
方
言
ア
ク
セ
ン

ト
に
も
興
味
が
あ
り
、
香
川
の
伊
吹

島
、
奄
美
諸
島
の
徳
之
島
・
喜
界
島

の
方
言
調
査
研
究
に
参
加
し
ま
し

た
。
松
山
に
滞
在
中
は
、
松
山
方
言

や
弓
削
島
方
言
を
実
地
調
査
し
、
ア

ク
セ
ン
ト
の
資
料
集
を
刊
行
し
ま
し

た
。

　

島
根
県
も
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
豊
か

で
、
興
味
深
い
方
言
地
域
で
す
。
韓

国
語
の
教
育
や
方
言
研
究
に
専
念
す

る
傍
ら
、
島
根
の
方
言
研
究
に
も
取

り
組
ん
で
行
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

　

島
根
県
立
大
学
に
入
学
し
て
、
早

く
も
４
か
月
が
た
ち
ま
し
た
。

　

大
学
で
の
講
義
に
も
慣
れ
、
感
じ

て
い
る
こ
と
は
、
自
分
か
ら
意
欲
的

に
追
求
す
る
姿
勢
を
持
つ
こ
と
が
大

事
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ
れ
ま
で

の
受
動
的
な
学
び
と
は
違
い
、
大
学

で
は
自
主
的
に
学
ぼ
う
と
す
る
こ
と

で
、
専
門
的
な
知
識
の
習
得
や
、
問

題
解
決
の
た
め
の
考
え
る
力
を
伸
ば

す
こ
と
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

　

地
域
に
密
着
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
や
、
海
外
で
の
研
修
を
通
し
て

た
く
さ
ん
の
人
た
ち
と
の
交
流
が
で

き
る
の
も
、
大
学
生
活
の
魅
力
と
感

じ
て
い
ま
す
。

　

大
学
生
だ
か
ら
こ
そ
で
き
る
、

様
々
な
こ
と
に
挑
戦
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
教
育
を
受
け
ら
れ
る

こ
と
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず

に
、
新
し
く
出
会
っ
た
友
だ
ち
を
大

切
に
し
て
、
大
学
生
活
を
よ
り
有
意

義
で
楽
し
い
も
の
に
し
た
い
で
す
。

　
「
地
域
経
済
に
つ
い
て
学
ん
で
み

た
い
」「
働
く
中
で
法
律
の
知
識
が

必
要
だ
と
感
じ
た
」
と
い
う
経
験
は

あ
り
ま
せ
ん
か
？

　

島
根
県
立
大
学
で
は
、
開
講
し
て

い
る
科
目
の
う
ち
、
政
治
学
・
経
済

学
・
法
学
な
ど
、
多
く
の
科
目
を
社

会
人
の
皆
さ
ん
に
も
広
く
開
放
し
て

お
り
、
パ
ー
ト
タ
イ
ム
で
受
講
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

あ
な
た
も
大
学
生
と
共
に
学
ん
で

み
ま
せ
ん
か
。
開
講
科
目
な
ど
詳
し

く
は
、
ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン
室
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

受
付
期
間　
８
月
11
日
㈷
～
18
日
㈮

受
講
期
間　
10
月
～
平
成
30
年
３
月

問
い
合
わ
せ
先　
ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン

　

室
（
☎
�
２
２
０
３
）

総
合
政
策
学
部
１
年　
藤
原　
鈴
佳

　

島
根
県
で
は
、
家
庭
に
お
け
る
本

の
読
み
聞
か
せ
の
普
及
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
そ
の
一
環
と
し
て
、
読

み
聞
か
せ
か
ら
生
ま
れ
た
す
て
き
な

笑
顔
の
一
瞬
を
捉
え
た
写
真
コ
ン
テ

ス
ト
を
開
催
し
ま
し
た
。
そ
の
入
賞

作
品
を
一
同
に
集
め
て
中
央
図
書
館

と
金
城
図
書
館
で
展
示
を
行
い
ま

す
。

中
央
図
書
館

展
示
期
間　

　

８
月
15
日
㈫
～
31
日
㈭

展
示
場
所　
中
央
図
書
館
コ
ミ
ュ
ニ

　

テ
ィ
ス
ペ
ー
ス

金
城
図
書
館

展
示
期
間　
８
月
６
日
㈰
ま
で

展
示
場
所　
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
付
近

　

平
成
25
年
８
月
10
日
の
開
館
以

来
、
中
央
図
書
館
貸
出
冊
数
（
視

聴
覚
資
料
・
電
子
書
籍
含
む
）
は

1
0
0
万
点
に
近
づ
い
て
い
ま
す
。

こ
の
突
破
日
を
予
想
し
て
正
解
さ
れ

た
人
に
、
抽
選
で
景
品
を
プ
レ
ゼ
ン

ト
し
ま
す
。

期
間　
9
月
末
ま
で

応
募
方
法　
専
用
の
応
募
用
紙
を
期

日
ま
で
に
応
募
箱
に
投
函
し
て
く

だ
さ
い
。

　

詳
細
は
浜
田
市
立
図
書
館
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
又
は
館
内
ポ
ス
タ
ー
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

　「図工準備室の窓から―窓をあ
ければ子どもたちがいた」
　岡田　淳/著　　偕成社
　（分類：914.6/ｵｶ）
　「選ばなかった冒険―光の石の
伝説」、「こそあどの森」シリーズ
など、数々の児童文学を発表して
きた筆者が「図工の先生」として
勤めた38年間の出来事がつづられ
ています。子どもたちの何気ない
ひと言がうれしかったり、創作の
アイデアに驚いたり…。そして、
不思議ですてきで雑然とした、
オカダ先生の図工準備室。筆者の
ファンタジーはここで生まれたの
か！とわくわくさせられます。ど
こか懐かしくて、図工室のちょっ
と独特なにおいを思い出させてく
れる一冊です。

もよおし 開催日 時間 内容

中
央

おはなし会 毎週土 10:30
今月のテーマは「なつのおでかけ」
第 3 土曜日は「楽しいデコレーション」
を開催

おはなしタンポポ ６日㈰ 15:00 お話を覚えて語るストーリーテリング

電子紙芝居 12日㈯ 1４:00「アラジンと不思議なランプ」ほか

古典のよみきかせ 13日㈰ 13:00
石見神楽に縁の深い物語から「三輪」

～まずは岩戸のその始め～
子ども映画会 20日㈰ 13:30「日本の昔ばなし　ふるさと再生　キジとカラス」

図書館シネマ 27日㈰ 13:30「TOMORROW　明日」

電子紙芝居 27日㈰ 1４:00「こぶとりじいさん」ほか

金
城

おはなし会 12日㈯ 10:30 大型絵本、紙芝居の読み聞かせ

本の青空リサイクル市 12日㈯ 10:30
図書館に所蔵できなかった本を無料でお
持ち帰りいただきます。持ち帰り用の袋
をご持参ください。

旭 ブッくんタイム ２日㈬ 10:30 絵本の読み語りなど

三
隅

おはなし会と

ペタペタアートワーク
12日㈯ 10:30

絵本などの読み語りと楽しいかべの飾り付け

テーマ「カラフル花火がドーン！」
夏のおはなし会 26日㈯ 1４:00 夏をテーマにした小学生向けのおはなし会

　

書
架
に
あ
る
資
料
も
図
書
館
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
や
図
書
館
内
の
蔵
書
検
索

機
（
Ｏ
Ｐ
Ａ
Ｃ
）
か
ら
予
約
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。（
同
じ
館
内
に
あ

る
資
料
は
予
約
で
き
ま
せ
ん
。）

　

予
約
当
日
に
は
、
資
料
を
ご
準
備

で
き
ま
せ
ん
。
予
約
の
翌
日
以
降
、

資
料
の
準
備
が
で
き
ま
し
た
ら
、
指

定
さ
れ
た
方
法
で
ご
連
絡
し
ま
す
。

ま
た
、
来
館
さ
れ
た
人
が
優
先
と
な

り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
こ
の
予
約
を
す
る
際
に

は
、
Ｉ
Ｄ
と
パ
ス
ワ
ー
ド
が
必
要
で

す
。
パ
ス
ワ
ー
ド
を
お
持
ち
で
な
い

場
合
は
本
人
確
認
で
き
る
書
類
を
持

参
の
う
え
、
最
寄
の
図
書
館
で
手
続

を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

本
年
度
分
の
課
題
図
書
に
つ
い
て

は
、
で
き
る
だ
け
多
く
の
皆
さ
ん
に

利
用
し
て
い
た
だ
く
た
め
次
の
と
お

り
貸
出
に
つ
い
て
制
限
を
さ
せ
て
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。

制
限
期
間　
８
月
31
日
㈭
ま
で

貸
出
対
象
者　
小
中
学
生
、
高
校
生

貸
出
・
予
約
冊
数　
１
人
１
冊
ま
で

※　

貸
出
期
間
の
延
長
は
で
き
ま
せ

ん
。　

図書館情報
開館時間 　月の休館日

中央図書館 ☎� 0480  9:00 ～ 19:00 日㈪・日㈪
金城図書館 ☎� 1823

 9:00 ～ 17:00
月曜日

旭図書館 ☎� 1439
弥栄図書館 ☎� 2258

三隅図書館 ☎� 0338 10:00 ～ 19:00
（土日祝日は18:00まで）
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～海の見える丘から～

電話：0855-24-2200
ホームページ：http://hamada.u-shimane.ac.jp

図書館情報
開館時間 ８月の休館日

中央図書館 ☎� 0480  9:00 ～ 19:00 1４日㈪・28日㈪
金城図書館 ☎� 1823

 9:00 ～ 17:00 月曜日
31 日㈭

旭図書館 ☎� 1439
弥栄図書館 ☎� 2258

三隅図書館 ☎� 0338 10:00 ～ 19:00
（土日祝日は18:00まで）

入
学
し
て
４
か
月
が

た
ち
ま
し
た

平
成
29
年
度
秋
学
期
聴
講

生
・
科
目
等
履
修
生
募
集

き
ら
き
ら
フ
ォ
ト
コ
ン
テ

ス
ト
入
選
作
品
展
示

１
０
０
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世 帯 男 女 総 数
浜 田 19,783 19,32４ 21,４82 ４0,806
金 城 1,909 2,095 2,2４9 ４,3４４

旭 1,378 1,383 1,４４7 2,830
弥 栄 682 6４9 703 1,352
三 隅 2,896 2,937 3,2４3 6,180
合 計 26,6４8 26,388 29,12４ 55,512

●市長直行便（市政に関するご意見・ご提言）をお寄せください。市長直行便は、市ホームページの市長直行便
入力フォーム、又は専用はがき（本庁・支所・公民館などに備付け）などをご利用ください。

人　口（６月末現在）

（単位：人）

美鈴会は、浜田を元気にするために、若い世代に浜田の魅力を伝え育成してい
きたいと感じていた仲間が集まり、平成27年12月に発足しました。まず初めに人
材育成に関する講演会を開催し、そこで出た意見や助言を参考に、現在は民謡や
踊りを伝えていこうと子どもから大人まで11人で活動しています。
祭りや商店街でよく聞こえてきた浜田音頭は、今は耳にすることが減ってきて

おり、美鈴会では浜田音頭の継承に特に力を入れています。子どもでも歌えるよ
うにするために音調を変えたり、踊るときに両手に鈴を持ったりするといった工
夫をし、子どもたちが笑顔で踊り、喜んで取り組むなど効果を上げています。
会長の佐々木美絵子さんは、「浜田を愛しふるさとを誇りに思う子どもたちを

育てるために、大人たちから伝えられることがたくさんあると思う。自分にでき
ることを楽しみながらやっていきたい。今後は、12月３日㈰に開催される石央ふ
れあい余芸大会での披露を目標に、練習に励みます」と話していました。

わがまち 再発見！

金城支所
☎42–1234

旭支所
☎45–1234

弥栄支所
☎48–2111

三隅支所
☎32–2800

金城支所
☎42–1234

旭支所
☎45–1234

弥栄支所
☎48–2111

三隅支所
☎32–2800
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▢ＦＡＸ0855–22–3091（FAX専用）

浜田市ホームページ
http://www.city.hamada.shimane.jp

メールアドレス
info@city.hamada.lg.jp

Facebook（浜田市広報係）
http://www.facebook.com/koushitsu.hamada

美鈴会（浜田）


